
なくそう貧困。命の水を！
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Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
会
員
綱
領

　

私
た
ち
は
、
世
界
の
平
和
と

人
間
の
基
本
的
人
権
を
守
る
た

め
に
人
々
と
の
「
友
情
と
信

頼
」
に
基
づ
く
「
理
解
と
協
力

と
連
帯
」
の
輪
を
ア
ジ
ア
と
世

界
に
広
げ
ま
す
。

　

か
か
る
目
的
を
も
っ
て
私
た

ち
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
会
員
は
以
下
の
こ

と
に
努
め
ま
す
。

一
、
よ
り
人
間
ら
し
い
地
球
社

会
の
創
造
を
め
ざ
し
ま
す
。

一
、
ア
ジ
ア
と
世
界
の
人
々
の

幸
せ
に
奉
仕
し
ま
す
。

一
、
地
球
の
自
然
環
境
を
大
切

に
守
り
ま
す
。

一
、
生
活
の
無
駄
を
省
き
、
地

球
資
源
を
大
切
に
し
ま
す
。

一
、
こ
れ
ら
の
奉
仕
活
動
を
通

し
て
、
自
分
と
他
人
の
生い

の
ち命

の
価
値
を
高
め
ま
す
。

以
上

　アジア18カ国に井戸を贈る国際協力団体（NGO）で
す。1979年に大阪で設立。誰もが生まれてきて良かったと
思える社会を目指し、井戸建設（累計1949基）や植林（累
計253万本)、子ども教育支援を中心に活動しています。
　全国都道府県認可の社団法人取得第１号団体です。2012 
年４月１日からは、内閣総理大臣の認定を受け、公益社団
法人になりました。
　海外との交流・協力活動は、インド、インドネシア、バ
ングラデシュ、タイ、マレーシア、フィリピン、スリラン
カ、ネパール、韓国、カンボジア、シンガポール、ミャン
マー、ラオス、中国、ベトナム、モンゴル、パキスタン、
アフガニスタン、さらに西アフリカのブルキナファソにも
広がり、友情のネットワークが形成されています。
　日本国内でも、各地でチャリティープログラム、自然環
境プログラムなどを行っています。
※ホームページ　https://jafs.or.jp

 本会へのご寄付は、寄付金控除の対象です
　ＪＡＦＳは内閣府より公益社団法人としての認定を受け
ています。ＪＡＦＳへの寄付金や会費（社員会費は除く）
は、申告によって、所得税、法人税、相続税について税制
上の優遇措置（寄付金控除）を受けることができます。
　確定申告の際、税額控除、所得控除のいずれか有利な方
を選択できます。本会発行の領収書を添付して申告してく
ださい。法人税は損金の額に算入することができます。相
続税は最寄りの税務署などにお問い合わせください。

アジア協会アジア友の会とは

アジアネット
  JAFS NEWS & REPORTS 1362019年冬

●  

主
な
目
次  

●

｢巻頭言｣労働組合運動と社会貢献活動 02

特集＝「気候変動と貧困 」セミナーから
　｢市民参加で環境保全を」宣言 04～07

こう取り組んだ――参加者に聞く 08～10

AFS メンバーの活動 10・11

理系大学生のネパール初研修記 12

京都暁星高校が水道ワークキャンプ 13

JAFS 40周年を前に　①水支援は今… 14・15

｢海外からの報告」フィリピン 16

アジア市民大学、１月開講 17

井戸寄贈報告 18～21

｢ＪＡＦＳプラザ｣＝国内の活動 22～26

新会員獲得の秘訣を教わる／アジアン・
チャリティ・フェスティバル／森のサロン
でデュオ・コンサート／歴史・文化を訪ね
て…みんなで歩きました／天平のカリスマ
僧・行基さんに学ぼう 他

｢新・The 社会貢献」法人会員紹介 27

新入会員紹介・領収報告 28・29

｢里子の笑顔」「アジアの友から」 30

｢環境コラム｣ 31

労働組合運動と

社会貢献活動

ふ
く
ざ
わ
・
く
に
は
る　
１
９
６
８
年
︑ 

三
重
県
生
ま
れ
︒
91
年
︑
京
都
産
業
大
学

経
済
学
部
卒
︑
松
下
電
器
産
業
㈱
（
現
パ

ナ
ソ
ニ
ッ
ク
㈱
）
入
社
︑
２
０
１
２
年
︑

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
グ
ル
ー
プ
労
働
組
合
連
合

会
書
記
長
に
就
任
︑
現
在
︑
副
中
央
執
行

委
員
長
︒
２
０
１
６
年
よ
り
ア
ジ
ア
協
会

ア
ジ
ア
友
の
会
理
事
︒

● 

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル 

●

（
'82
）
年
、
松
下
電
器
労
組
第
１
号
井
戸

の
資
金
を
寄
贈
し
た
こ
と
を
皮
切
り
に
労

組
全
体
に
広
が
り
、
多
く
の
井
戸
の
寄
贈

に
つ
な
が
っ
た
。

　

以
降
、
松
下
電
器
労
組
が
海
外
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、

①
援
助
を
受
け
る
側
の
人
た
ち
が
何
を
望

ん
で
い
る
の
か
②
活
動
が
長
期
的
に
見
て

現
地
の
人
々
の
自
立
に
つ
な
が
る
も
の
か

③
活
動
を
通
じ
て
、
私
た
ち
自
身
が
学
べ

る
こ
と
は
何
か
な
ど
、
現
地
視
察
も
踏
ま

え
た
論
議
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
松
下
電
器
労
組
の
歴
史
を
引
き
継

ぐ
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
グ
ル
ー
プ
労
連
は
、

２
０
１
２
年
に
松
下
電
工
労
連
、
三
洋

電
機
労
連
と
合
流
し
、
グ
ル
ー
プ
企
業

１
２
６
の
組
合
が
集
う
大
き
な
組
織
に
移

行
し
た
。
移
行
後
も
、
社
会
貢
献
活
動
を

社
会
の
役
に
立
つ
大
切
な
労
働
運
動
の
一

つ
と
位
置
付
け
、
「
自
然
・
環
境
保
全
」

「
災
害
復
興
支
援
」
「
社
会
問
題
解
決
」

の
３
つ
の
領
域
で
日
本
国
内
を
中
心
に
、

加
盟
組
合
が
行
う
社
会
貢
献
活
動
の
支
援

や
、
国
内
外
に
お
け
る
災
害
救
援
の
カ
ン

パ
活
動
、
外
部
団
体
の
社
会
貢
献
活
動
へ

の
支
援
を
続
け
て
い
る
。
災
害
復
興
支
援

の
取
り
組
み
で
は
、
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
と
連
携
し

て
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
と
あ
わ
せ
た
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー

を
毎
年
開
催
し
て
い
る
。

　

会
社
が
グ
ロ
ー
バ
ル
に
事
業
活
動
を
進

め
る
な
か
、
労
働
組
合
の
国
際
交
流
や
国

際
貢
献
に
関
す
る
活
動
と
し
て
は
、
組
合

員
一
人
ひ
と
り
が
自
ら
の
発
意
で
、
Ｊ
Ａ

Ｆ
Ｓ
を
は
じ
め
と
す
る
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
Ｎ
Ｇ

Ｏ
団
体
が
主
催
す
る
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
な

ど
に
参
加
で
き
る
よ
う
情
報
発
信
す
る
こ

と
や
、
団
体
の
活
動
を
間
接
的
に
サ
ポ
ー

ト
す
る
運
動
を
重
点
的
に
展
開
し
て
い

る
。
今
後
は
、
組
合
員
の
国
内
外
の
社
会

貢
献
に
対
す
る
意
識
を
よ
り
高
め
る
こ

と
、
40
年
近
く
前
、
先
人
が
切
り
開
い
た

途
上
国
で
の
学
校
や
井
戸
の
建
設
な
ど
、

組
合
員
が
現
地
に
身
を
お
い
て
支
援
活
動

に
参
加
し
共
に
学
び
、
現
地
の
お
役
に
立

て
る
活
動
に
も
再
挑
戦
し
た
い
と
思
う
。

　

私
ど
も
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
グ
ル
ー
プ
労
連

と
ア
ジ
ア
協
会
ア
ジ
ア
友
の
会
（
Ｊ
Ａ
Ｆ

Ｓ
）
と
の
関
係
は
、
前
身
の
一
つ
で
あ
る

松
下
電
器
労
組
が
昭
和
56
（
１
９
８
１
）

年
に
始
め
た
「
イ
ン
ド
に
井
戸
を
贈
る
運

動
」
を
起
源
と
す
る
。

　

当
時
の
記
録
を
読
み
返
す
と
、
金
属
産

業
の
労
働
組
合
組
織
で
あ
る
Ｉ
Ｍ
Ｆ
・
Ｊ

Ｃ
（
金
属
労
協
）
の
研
修
会
場
で
あ
る

「
関
西
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
」
の
所
長
が
、

松
下
電
器
労
組
の
執
行
委
員
長
宛
に
協
力

依
頼
の
手
紙
を
送
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け

と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

松
下
電
器
労
組
は
昭

和
41
（
'66
）
年
以
降
、

企
業
内
部
中
心
の
活
動

か
ら
、
広
く
外
に
目
を

向
け
て
社
会
に
役
立
つ

活
動
を
展
開
し
よ
う
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

取
り
組
み
を
進
め
て
お

り
、
担
当
執
行
委
員
は
、
青
年
が
海
外
に

目
を
向
け
る
こ
と
の
重
要
性
を
感
じ
、
海

外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
よ
い
活
動
が
な
い
か

と
問
題
意
識
を
も
っ
て
い
た
矢
先
に
先
の

手
紙
が
舞
い
込
ん
だ
そ
う
だ
。

　

結
果
、
海
外
で
生
活
の
危
機
に
直
面
し

て
い
る
人
々
に
可
能
な
限
り
の
愛
の
手
を

さ
し
の
べ
る
青
年
部
の
社
会
参
加
活
動
の

一
つ
と
し
て
年
次
大
会
で
提
案
さ
れ
、
満

場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
「
イ
ン
ド
に
井
戸

を
贈
る
運
動
」
は
、
当
初
は
一
支
部
の
カ

ン
パ
金
活
動
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
昭
和
57

福澤 邦治
ﾊﾟﾅｿﾆｯｸｸﾞﾙｰﾌﾟ労働組合連合会

副中央執行委員長
アジア協会アジア友の会理事



アジアネット136号　　2019年冬 42019年冬　　アジアネット136号5 「気候変動と貧困」セミナーから 「気候変動と貧困」セミナーから

タ
イ
、ネ
パ
ー
ル
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、バ
ン
グ

ラ
デ
シ
ュ
、フ
ィ
リ
ピ
ン
、マ
レ
ー
シ
ア
の
11

カ
国
か
ら
の
81
人
。

　
10
月
６
日
朝
、
曇
り
空
。
前
夜
か
ら
泊
ま

り
込
ん
で
い
た
参
加
者
た
ち
が
教
会
に
集
ま

り
、
そ
ろ
っ
て
朝
食
。
セ
ミ
ナ
ー
は
午
前
９

時
、
鐘
の
音
の
合
図
で
開
会
し
た
。

　

ペ
ナ
ン
州
の
環
境
大
臣
、
ピ
ー
・
ブ
ン
・

ホ
ー
さ
ん
が
「
よ
う
こ
そ
ペ
ナ
ン
へ
」
と
歓

迎
の
あ
い
さ
つ
。
ホ
ー
さ
ん
は
、
観
光
客
の

増
加
と
企
業
の
進
出
で
発
展
す
る
ペ
ナ
ン
で

も
、
大
量
消
費
の
も
た
ら
す
膨
大
な
廃
棄
物

が
河
川
や
海
を
汚
染
す
る
現
実
に
触
れ
、

「
自
然
は
み
ん
な
の
も
の
。
富
め
る
人
た
ち

が
好
き
放
題
を
し
て
環
境
を
破
壊
す
る
の
は

　

会
場
は
ペ
ナ
ン
市
の
聖
ア
ン
教
会
の
集
会

室
。
マ
レ
ー
半
島
西
側
の
小
高
い
丘
の
ふ
も

と
の
広
大
な
ゴ
ム
農
園
の
跡
地
に
教
会
や
ホ

ー
ル
、
宿
泊
施
設
な
ど
16
の
建
物
が
あ
り
、

６
０
０
０
人
が
収
容
で
き
る
。
ペ
ナ
ン
島
と

は
二
つ
の
橋
で
結
ば
れ
て
い
る
。

「
い
ま
地
球
は
破
局
の
頂
点
」

　

セ
ミ
ナ
ー
の
参
加
者
は
イ
ン
ド
、日
本
、イ

ン
ド
ネ
シ
ア
、カ
ン
ボ
ジ
ア
、ス
リ
ラ
ン
カ
、

期
待
し
て
い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

マ
レ
ー
シ
ア
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
・
環
境

管
理
委
員
会
代
表
の
ク
レ
ア
・
ウ
エ
ス
ト
ウ

ッ
ド
さ
ん
は
「
気
候
変
動
に
対
す
る
地
域
社

会
の
回
復
力
の
構
築
」
と
の
表
題
で
基
調
講

演
。
経
済
発
展
と
大
量
消
費
社
会
の
到
来
で

大
気
中
の
二
酸
化
炭
素
が
増
え
て
地
球
の
気

温
が
上
が
り
、
干
ば
つ
、
海
面
の
上
昇
、
洪

水
な
ど
の
被
害
が
世
界
各
地
で
相
次
い
で
い

る
こ
と
を
、
写
真
や
グ
ラ
フ
で
説
明
し
た
。

地
球
温
暖
化
の
国
際
ル
ー
ル
「
パ
リ
協
定
」

（
２
０
１
５
年
）
が
産
業
革
命
以
降
の
気
温

上
昇
を
2
度
未
満
、
で
き
れ
ば
1
・
5
度
ま

で
に
抑
え
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
こ
と
も

紹
介
。
「
地
球
の
気
温
が
１
度
上
が
る
だ
け

で
、
海
面
の
上
昇
、
熱
波
や
干
ば
つ
な
ど
が

起
き
、
食
糧
不
足
を
も
た
ら
す
だ
ろ
う
。

今
、
私
た
ち
は
地
球
の
破
局
の
頂
点
に
い

る
」
と
警
告
し
た
。

　

そ
の
う
え
で
、
「
気
候
変
動
を
も
た
ら
し

た
の
は
私
た
ち
人
間
の
活
動
だ
。
そ
れ
ゆ

え
、
私
た
ち
自
身
が
す
べ
て
の
分
野
で
温
室

効
果
ガ
ス
削
減
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
話
し
た
。
重
要
な
こ
と
は
「
災
害

へ
の
備
え
と
回
復
力
の
あ
る
地
域
社
会
づ
く

り
」
で
あ
り
、
具
体
的
な
取
り
組
み
と
し

て
、
リ
サ
イ
ク
ル
（
再
利
用
）
、
お
が
く
ず

な
ど
動
植
物
か
ら
生
ま
れ
た
再
生
利
用
な
有

マ
レ
ー
シ
ア
で
ア
ジ
ア
国
際
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ミ
ナ
ー

会
場
の
聖
ア
ン
教
会
の
前
に
集
っ
た
ア
ジ
ア

国
際
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ミ
ナ
ー
の
各
国
参
加

者
た
ち
＝
10
月
６
日
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
ペ
ナ

ン
州
本
島

許
し
ま
せ
ん
。
河
川
や
海
へ
の
廃
棄
物
の
投

棄
は
強
力
な
法
で
規
制
し
ま
す
」
と
自
ら
の

立
場
を
表
明
。
そ
の
う
え
で
、
環
境
保
護
の

取
り
組
み
に
は
市
民
一
人
一
人
の
関
与
（
コ

ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
）
が
欠
か
せ
な
い
こ
と
を
強

調
し
た
。
そ
の
一
例
と
し
て
、
選
挙
の
際
に

街
角
に
貼
ら
れ
る
ポ
ス
タ
ー
や
企
業
の
古
い

看
板
な
ど
を
捨
て
ず
に
エ
コ
バ
ッ
ク
に
再
生

し
て
利
用
し
、
そ
の
売
り
上
げ
で
貧
し
い
人

を
援
助
し
て
い
る
取
り
組
み
を
紹
介
し
、
会

場
の
参
加
者
に
エ
コ
バ
ッ
ク
を
配
っ
た
。

　
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
創
設
者
の
村
上
公
彦
・
専
務
理

事
は
「
ア
ジ
ア
各
地
の
皆
さ
ん
と
再
会
で
き

て
う
れ
し
い
。
若
い
メ
ン
バ
ー
が
増
え
て
い

る
の
は
心
強
い
限
り
で
す
。
活
発
な
論
議
を

気候変動と貧困
乗り越えよう

　

ア
ジ
ア
の
貧
困
層
を
支
援
す
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
し
、
明
日
へ
の
課
題
を
話
し
合
う
「
第
28
回
ア
ジ
ア
国
際
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ミ

ナ
ー
」
（
公
益
社
団
法
人
ア
ジ
ア
協
会
ア
ジ
ア
の
会
＝
略
称
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
＝
主
催
）
が
２
０
１
８
年
10
月
６
日
か
ら
４
日
間
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
ペ

ナ
ン
で
開
か
れ
た
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
気
候
変
動
と
貧
困
」
。
猛
暑
の
こ
の
年
は
日
本
で
大
型
の
台
風
や
局
地
的
豪
雨
、
地
震
な
ど
の
被
害

が
相
次
い
だ
が
、
ア
ジ
ア
各
地
の
参
加
者
か
ら
も
、
同
様
の
自
然
災
害
の
被
害
と
支
援
の
取
り
組
み
が
報
告
さ
れ
た
。
「
東
洋
の
真
珠
」
と
呼

ば
れ
る
地
元
の
ペ
ナ
ン
島
で
ウ
ミ
ガ
メ
や
野
ザ
ル
が
環
境
の
悪
化
で
生
存
を
脅
か
さ
れ
て
い
る
実
態
が
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
さ
れ
た
。
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の

果
た
す
べ
き
役
割
に
つ
い
て
活
発
な
論
議
を
重
ね
、
「
気
候
変
動
の
災
厄
は
私
た
ち
人
間
が
も
た
ら
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
回
復
に
は
市
民

の
自
覚
と
関
与
（
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
）
が
必
要
だ
」
と
の
認
識
で
一
致
。
草
の
根
レ
ベ
ル
で
リ
サ
イ
ク
ル
や
省
エ
ネ
、
有
機
農
業
な
ど
の
取
り

組
み
を
進
め
、
地
域
社
会
、
自
治
体
、
政
府
に
働
き
か
け
て
次
世
代
に
引
き
継
げ
る
環
境
の
保
全
を
進
め
よ
う
ー
と
の
大
会
宣
言
を
採
択
し

た
。	

（
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
広
報
企
画
委
員
長　

法
花 

敏
郎
）

機
資
源
の
活
用
（
バ
イ
オ
マ
ス
）
、
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
、
有
機
農
業
の
推
進
な
ど
を
あ
げ

た
。

　

そ
し
て
、
メ
モ
を
取
っ
て
熱
心
に
耳
を
傾

け
る
参
加
者
に
こ
う
呼
び
か
け
た
。

　
「B

e b
etter

＝
よ
り
良
い
人
に
な
り
」

　
「D

o better

＝
よ
り
良
い
こ
と
を
し
よ

う
」各

国
か
ら
被
害
報
告
と
提
言

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
こ
の
後
、
気
候
変
動
や
開

発
が
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
と
各
地
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ

の
取
り
組
み
が
報
告
さ
れ
た
。

　

地
元
の
マ
レ
ー
シ
ア
か
ら
は
、
開
発
で
森

を
追
わ
れ
て
生
息
数
が
激
減
し
た
ペ
ナ
ン
島

の
野
ザ
ル
や
、
温
暖
化
で
海
岸
に
産
ん
だ
ウ

ミ
ガ
メ
の
卵
が
干
か
ら
び
て
か
え
ら
な
か
っ

た
事
例
の
報
告
が
あ
っ
た
。

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
は
、
わ
ず
か
２
年
で

海
岸
が
侵
食
さ
れ
て
荒
廃
し
た
リ
ゾ
ー
ト
地

の
調
査
報
告
が
あ
っ
た
。

　

イ
ン
ド
、
ネ
パ
ー
ル
、
ス
リ
ラ
ン
カ
、
タ

イ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
局
地
的
な
豪
雨
や
台

風
に
よ
る
洪
水
、
地
滑
り
、
家
屋
倒
壊
の
被

害
と
そ
の
救
援
活
動
の
報
告
が
あ
っ
た
。

２
０
１
８
年
の
気
候
に
つ
い
て
「
最
近
、
１

か
月
に
2
度
も
洪
水
が
あ
っ
た
」
（
タ
イ
）

「
今
年
は
雨
の
日
が
異
様
に
多
い
」
（
カ
ン

ボ
ジ
ア
）
な
ど
天
候
の
異
変
を
指
摘
す
る
報

告
が
目
立
っ
た
。

　

日
本
か
ら
は
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
の
柿
島
裕
事
務
局

次
長
が
、
２
０
１
８
年
７
月
に
死
者
・
行
方

不
明
約
２
３
０
人
を
出
し
た
西
日
本
豪
雨

市
民
参
加
で
環
境
保
全
を　
参
加
11
カ
国
宣
言
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そ
の
一
人
、
Ａ
Ｆ
Ｓ
マ
レ
ー
シ
ア
の
フ
ラ

ン
チ
ェ
ス
カ
さ
ん
は
、
参
加
者
に
配
ら
れ
た

手
提
げ
袋
が
再
生
品
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
販

売
収
益
を
貧
し
い
人
の
支
援
に
充
て
て
い
る

こ
と
を
説
明
し
た
う
え
で
、
「
ペ
ナ
ン
の
お

土
産
店
や
ス
ー
パ
ー
に
行
っ
て
も
、
ビ
ニ
ー

ル
袋
は
受
け
取
ら
な
い
で
ね
。
品
物
は
こ
の

袋
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
」
と
呼
び
か
け
た
。

　

日
本
の
グ
ル
ー
プ
も
、
こ
の
呼
び
か
け
に

同
調
し
、
「
も
っ
た
い
な
い
」
の
精
神
を
日

常
生
活
に
生
か
し
て
省
エ
ネ
を
推
進
し
よ
う

ー
と
の
考
え
を
表
明
し
た
。

　

ネ
パ
ー
ル
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
の
グ
ル
ー
プ
は
「
地
域
に
環
境
保
護

活
動
に
取
り
組
む
グ
ル
ー
プ
を
作
る
」
「
学

校
教
育
や
メ
デ
ィ
ア
を
通
し
て
環
境
保
護
の

大
切
さ
を
伝
え
る
」
と
提
言
し
た
。

﹁
貧
者・弱
者
に
深
刻
な
影
響
」

　

タ
イ
か
ら
参
加
し
た
ソ
ラ
・
ポ
ー
ン
・
大

会
宣
言
委
員
長
（
Ａ
Ｆ
Ｓ
ラ
ン
パ
ー
ン
代

表
）
は
、
気
候
変
動
と
貧
困
に
つ
い
て
「
日

本
の
よ
う
な
先
進
国
は
災
害
へ
の
備
え
が
進

ん
で
い
る
。
富
め
る
人
は
ど
こ
へ
で
も
逃
げ

ら
れ
る
し
、
た
と
え
自
宅
が
壊
れ
て
も
自
力

で
再
建
で
き
る
。
し
か
し
、
発
展
途
上
国
の

災
害
へ
の
備
え
や
復
旧
の
取
り
組
み
は
不
十

分
だ
。
貧
し
い
人
は
逃
げ
場
も
自
力
再
建
の

お
金
も
な
い
。
つ
ま
り
、
災
害
は
貧
者
や
弱

者
に
よ
り
大
き
く
影
響
す
る
の
で
す
」
と
語

っ
た
。
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
「
ま

ず
、
人
々
の
意
識
を
変
え
ね
ば
な
り
ま
せ

ん
。
私
た
ち
が
慣
れ
親
し
ん
で
い
る
電
気
や

や
、
９
月
に
近
畿
を
直
撃
し
た
台
風
21
号
の

被
害
を
ス
ラ
イ
ド
で
説
明
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
は
、
ア
ジ
ア
各
地
で
頻
発
す
る

こ
う
し
た
災
害
の
報
告
を
踏
ま
え
、
気
候
変

動
に
対
す
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
今
後
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
、
11
の
参
加
国
が
８
つ
の
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
熱
心
に
討
議
し
た
。

　

マ
レ
ー
シ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
参
加

者
グ
ル
ー
プ
は
「
大
量
消
費
社
会
の
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
の
見
直
し
」
を
提
言
し
、

「R
euse

」
（
再
利
用
）
「R

ed
u

ce

」

（
減
じ
る
）
「R

ecycle
」
（
廃
物
再
生
利

用
）
の
３
つ
の
Ｒ
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
生
活

を
シ
ン
プ
ル
に
す
る
よ
う
呼
び
か
け
た
。

ガ
ス
の
使
用
を
節
約
し
た
り
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
を
再
利
用
す
る
こ
と
は
と
て
も
重
要
で

す
。
人
類
が
も
た
ら
し
た
災
厄
は
、
私
た
ち

み
ん
な
の
手
で
な
く
さ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

環
境
保
護
に
対
す
る
人
々
の
能
力
を
高
め
る

こ
と
、
そ
れ
に
は
教
育
の
果
た
す
役
割
が
重

要
で
す
」
と
話
し
た
。

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ジ
ー
ナ
・
ヤ
ッ
プ
Ａ
Ｆ
Ｓ

国
際
事
務
局
長
は
、
地
球
温
暖
化
が
も
た
ら

す
資
源
の
枯
渇
の
危
険
性
を
指
摘
し
た
。

「
地
球
温
暖
化
の
危
険
と
混
沌
か
ら
、
私
た

ち
自
身
で
身
を
守
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の

た
め
に
は
次
世
代
に
継
承
す
る
資
源
を
管
理

・
保
護
す
る
政
策
の
立
案
と
実
践
が
重
要

だ
」
と
述
べ
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
こ
の
ほ
か
、
大
阪
府
が
集

め
た
放
置
自
転
車
を
ア
ジ
ア
の
人
た
ち
に
贈

る
「
サ
イ
ク
ル
・
エ
イ
ド
」
事
業
担
当
の
Ｊ

Ａ
Ｆ
Ｓ
メ
ン
バ
ー
、
橋
本
隆
さ
ん
が
、
昨
年

浴
衣
と
炭
坑
節
で
交
流
深
め
た
カ
ル
チ
ャ
ー
ナ
イ
ト

わずか２年で砂浜がすっかり侵食されたインドネシア・バリ島のリゾート地。記念撮影に
訪れた日本人の新婚カップルが、ぼう然とたたずんでいた＝シディ・トルカーさん提供

12
月
、
バ
ン
コ
ク
に
自
転
車
３
５
０
台
、
車

椅
子
2
台
を
送
っ
た
こ
と
、
今
後
カ
ン
ボ
ジ

ア
に
３
７
０
台
を
贈
る
こ
と
を
報
告
し
た
。

　

「
ア
ジ
ア
国
際
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ミ
ナ

ー
」
は
「
貧
困
な
き
一
つ
の
ア
ジ
ア
」
の
実

現
を
基
本
テ
ー
マ
に
掲
げ
て
い
る
。
昨
年
7

月
、
西
日
本
を
襲
っ
た
豪
雨
は
、
各
地
の
短

期
の
雨
量
記
録
を
塗
り
替
え
た
。
全
国
で
猛

暑
日
が
相
次
ぎ
、
埼
玉
県
熊
谷
市
で
41
・
１

度
の
日
本
最
高
気
温
を
記
録
し
た
。
9
月
４

日
の
台
風
21
号
で
は
関
西
空
港
が
水
没
し

た
。
２
日
後
に
北
海
道
地
震
が
起
き
て
い

る
。
セ
ミ
ナ
ー
で
は
同
じ
よ
う
な
自
然
災
害

が
ア
ジ
ア
各
地
で
頻
発
し
て
い
る
こ
と
を
確

認
。
「
気
候
変
動
と
貧
困
」
は
タ
イ
ム
リ
ー

な
テ
ー
マ
だ
っ
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
は
最
終
日
の
9
日
、
大
会
宣
言

を
採
択
し
た
。
宣
言
は
「
人
類
が
引
き
起
こ

し
た
気
候
変
動
の
影
響
が
年
ご
と
に
ひ
ど
く

な
っ
て
い
る
。
都
市
部
で
は
熱
波
、
水
不

足
、
嵐
や
豪
雨
が
増
え
て
経
済
活
動
や
生
態

系
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
、
地
方
で
も
食

の
安
全
性
、
水
の
供
給
、
橋
や
道
路
な
ど
の

イ
ン
フ
ラ
の
破
壊
を
も
た
ら
し
、
貧
困
層
と

そ
の
地
域
社
会
に
よ
り
深
刻
な
影
響
を
与
え

る
」
と
し
て
い
る
。

　

具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
は
、
①
地
域

社
会
に
住
む
私
た
ち
自
身
が
気
候
変
動
と
そ

の
影
響
に
つ
い
て
自
覚
す
る
。
私
た
ち
自
身

が
こ
の
問
題
に
か
か
わ
り
、
気
候
変
動
の
影

響
を
最
小
化
す
る
モ
デ
ル
地
区
と
な
る
②
地

域
社
会
が
（
災
害
か
ら
の
）
回
復
力
を
持
て

る
よ
う
に
準
備
し
、
地
域
の
知
恵
に
基
づ
い

た
実
践
に
取
り
組
む
③
（
気
候
変
動
へ
の
）

政
策
に
つ
い
て
自
治
体
、
次
い
で
政
府
レ
ベ

ル
と
の
交
渉
を
重
ね
、
気
候
変
動
の
回
復
力

を
構
築
す
る
道
筋
を
つ
け
る
。
私
た
ち
の
取

り
組
み
を
地
球
規
模
に
広
げ
よ
う―

―

と
提

言
し
た
。

今
年
は
バ
リ
島
で
セ
ミ
ナ
ー

　

メ
ン
バ
ー
相
互
の
交
流
を
深
め
る
カ
ル
チ

ャ
ー
ナ
イ
ト
（
夜
の
文
化
祭
）
が
開
か
れ
た

の
は
中
日
の
10
月
７
日
夜
。
各
国
の
参
加
者

が
あ
で
や
か
な
服
装
に
身
を
包
ん
で
、
お
国

自
慢
の
伝
統
舞
踊
や
歌
を
披
露
し
た
。

　

イ
ン
ド
か
ら
は
金
の
ネ
ッ
ク
レ
ス
に
真
紅

の
民
族
衣
装
の
女
性
と
白
い
帽
子
姿
の
男
性

の
カ
ッ
プ
ル
が
結
婚
式
で
舞
う
「
金
の
踊

り
」
を
愛
情
表
現
豊
か
に
踊
っ
た
。
タ
イ
の

参
加
者
た
ち
は
１
９
９
２
年
の
日
本
の
ヒ
ッ

ト
曲
「
島
唄
」
を
タ
イ
風
に
変
え
た
歌
「
あ

な
た
に
花
を
」
を
熱
唱
。
日
本
の
参
加
者
13

人
は
浴
衣
姿
で
「
炭
坑
節
」
を
踊
っ
た
。

　

２
０
１
９
年
の
ア
ジ
ア
国
際
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
セ
ミ
ナ
ー
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
バ
リ
島
で

開
か
れ
る
。

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ミ
ナ
ー
は
、
各
年
度

の
テ
ー
マ
は
違
い
ま
す
が
、
「
貧
困
な
き

ア
ジ
ア
社
会
の
実
現
」
と
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
の
下
、
各
国
の
人
々
が
集
い
、
数
日

間
共
同
生
活
を
す
る
こ
と
で
、
友
情
と

信
頼
を
高
め
る
こ
と
に
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
発
達
し
た
今
日
こ
そ
、
逆

に face to face 

の
つ
な
が
り
が
重
要

視
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
セ
ミ

ナ
ー
は
、
全
体
会
議
や
グ
ル
ー
プ
討
議
な

ど
も
重
要
で
す
が
、
そ
れ
と
同
様
に
重
要

な
の
が
、
国
別
文
化
交
流
会
と
い
え
る
カ

ル
チ
ャ
ー
ナ
イ
ト
や
、
公
式
行
事
が
終
わ

っ
て
か
ら
の
飲
み
会
で
す
。

　

今
年
度
の
カ
ル
チ
ャ
ー
ナ
イ
ト
は
、
１

カ
国
１
つ
の
踊
り
と
１
つ
の
歌
と
決
め
ら

れ
た
の
で
、
日
本
チ
ー
ム
は
全
員
が
浴
衣

姿
で
炭
鉱
節
を
踊
り
、
次
に
橋
本
隆
元
理

事
が
河
内
音
頭
を
歌
い
、
他
の
日
本
人
は

全
員
で
「
エ
ン
ヤ
コ
ラ
セ
ー
コ
ラ
セ
ー
ド

ッ
コ
イ
セ
ー
」
の
合
い
の
手
を
入
れ
ま
し

た
。
全
員
が
浴
衣
姿
に
な
っ
た
の
は
今
回

初
め
て
だ
っ
た
の
で
、
大
喝
采
を
受
け
ま

し
た
。
他
の
参
加
国
も
そ
れ
ぞ
れ
の
民
族

衣
装
で
踊
り
や
歌
を
披
露
し
、
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

　

ア
ジ
ア
人
の
ほ
と
ん
ど
は
英
語
を
母
国

語
と
し
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
ア
ル

コ
ー
ル
が
入
っ
た
席
で
も
、
相
手
に
分
か

る
よ
う
に
ゆ
っ
く
り
し
ゃ
べ
り
ま
す
。
英

語
の
下
手
な
日
本
人
で
も
な
ん
と
か
つ
い

て
い
け
る
レ
ベ
ル
で
す
。
そ
の
こ
と
が
お

互
い
の
理
解
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

（
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
常
任
理
事　

西
田 

貞
之
）

す
み
か
の
森
を
開
発
で
追
わ
れ
、
生
息

数
が
激
減
し
て
い
る
ペ
ナ
ン
島
の
野
ザ

ル
、
ダ
ス
キ
ー
・
リ
ー
フ
・
モ
ン
キ
ー

＝
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
ヒ
ュ
ー
さ
ん
提
供
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２
年
ほ
ど
前
、
ペ
ナ
ン
島
で
環
境
汚
染
が

深
刻
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
新
聞
で
知
り
、

島
の
漁
師
、
環
境
保
護
に
取
り
組
ん
で
い
る

人
々
に
１
年
が
か
り
で
話
を
聞
き
ま
し
た
。

漁
師
た
ち
の
話
で
は
、
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
や

ハ
イ
ウ
エ
イ
の
建
設
、
海
面
の
埋
め
立
て
な

ど
で
漁
場
が
減
少
。
漁
獲
量
は
減
る
一
方
で

　

８
月
５
日
夜
、
私
た
ち
の
住
む
ガ
ッ
チ
ロ

リ
地
区
は
激
し
い
雨
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。

自
宅
か
ら
２
０
０
㌔
離
れ
た
バ
ル
ラ
ガ
ル
村

の
メ
ン
バ
ー
か
ら
「
村
が
水
浸
し
に
な
っ
て

い
る
」
と
の
電
話
が
あ
り
ま
し
た
。
村
へ
の

唯
一
通
じ
る
橋
が
水
没
す
る
の
を
恐
れ
た
私

は
直
ち
に
12
人
の
救
援
隊
を
組
み
、
６
台
の

オ
ー
ト
バ
イ
に
食
料
を
積
ん
で
現
地
に
向
か

わ
せ
ま
し
た
。
妻
と
２
人
の
医
者
、
看
護
婦

を
乗
せ
て
マ
イ
カ
ー
で
後
を
追
い
ま
し
た
。

　

２
０
０
村
が
浸
水
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

橋
は
流
さ
れ
、
田
ん
ぼ
は
水
没
し
、
家
畜
も

死
に
絶
え
ま
し
た
。
民
家
１
０
０
戸
以
上
が

崩
れ
落
ち
た
り
破
損
し
、
住
民
は
学
校
や
寺

院
に
避
難
し
ま
し
た
。
３
カ
所
の
診
察
所
を

設
け
、
１
４
０
０
人
の
住
民
の
健
康
診
断
を

し
ま
し
た
。
マ
ラ
リ
ア
、
高
熱
、
象
皮
病
な

　
私
た
ち
は
こ
う
取
り
組
ん
だ　
　

　
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
ヒ
ュ
ー
さ
ん

高
校
教
師
（
マ
レ
ー
シ
ア
）

　
デ
ィ
リ
ッ
プ
・
バ
ル
サ
ガ
デ
さ
ん

Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｓ
Ｈ
代
表
（
イ
ン
ド
）

生
存
脅
か
さ
れ
る

サ
ル
と
ウ
ミ
ガ
メ

　
シ
ャ
フ
ウ
ィ
ナ
さ
ん

Ａ
Ｆ
Ｓ
ア
チ
ェ
代
表
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）

　
ド
ナ
ル
ド
・
ア
ン
ト
イ
さ
ん

Ａ
Ｆ
Ｓ
パ
ン
ダ
ン
（
フ
ィ
リ
ピ
ン
）

　
16
万
８
０
０
０
人
の
死
者
・
行
方
不
明
者

が
出
た
２
０
０
４
年
12
月
の
ス
マ
ト
ラ
沖
地

震
の
時
は
京
大
農
学
部
の
留
学
生
で
し
た
。

い
と
こ
が
２
人
死
亡
し
ま
し
た
。
弟
が
撮
っ

た
ア
チ
ェ
の
被
災
地
の
写
真
を
神
戸
や
京
都

　

２
０
１
３
年
11
月
、
８
千
人
近
い
死
者
・

行
方
不
明
者
を
出
し
た
台
風
ヨ
ラ
ン
ダ
（
海

燕
）
が
通
過
し
た
と
き
は
父
と
２
人
で
住
ん

で
い
た
家
が
強
風
で
ガ
タ
ガ
タ
と
揺
れ
ま
し

た
。
家
が
倒
壊
し
た
近
所
の
２
家
族
８
人
の

避
難
所
に
提
供
。
被
害
の
ひ
ど
か
っ
た
家
の

修
理
や
再
建
を
手
伝
い
、
食
料
、
薬
を
配

り
、
壊
れ
た
１
０
０
隻
以
上
の
ボ
ー
ト
を
修

理
し
ま
し
た
。
大
勢
の
人
た
ち
が
私
た
ち
の

台
風
被
害
を
機
に

環
境
保
全
を
訴
え

　

バ
リ
島
南
部
の
小
さ
な
漁
村
で
２
０
０
４

年
か
ら
、
学
生
た
ち
と
と
も
に
マ
ン
グ
ロ
ー

ブ
の
植
林
を
続
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に

１
万
本
を
植
え
ま
し
た
。
稚
魚
の
ゆ
り
か
ご

と
な
る
だ
け
で
は
な
く
、
津
波
の
防
波
堤
に

も
な
り
ま
す
。

　

こ
の
漁
村
か
ら
そ
う
遠
く
な
い
リ
ゾ
ー
ト

地
の
海
岸
が
環
境
の
変
化
で
さ
び
れ
て
い
る

と
聞
き
、
９
月
、
バ
イ
ク
を
走
ら
せ
て
現
地

　
シ
デ
ィ
・
ト
ル
カ
ー
さ
ん

デ
ィ
ア
ナ
プ
ラ
ー
大
学
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）

海
岸
が
侵
食
さ
れ

リ
ゾ
ー
ト
台
無
し

　

ア
ジ
ア
国
際
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ミ
ナ
ー
で
は
気
候
変
動
が
も
た
ら
し
た
と
み
ら
れ
る
異

常
気
象
や
生
態
系
の
変
化
と
地
震
な
ど
の
自
然
災
害
の
被
害
の
報
告
が
相
次
い
だ
。
各
地

の
J
Ａ
Ｆ
Ｓ
の
提
携
団
体
は
こ
う
し
た
災
害
に
ど
う
対
応
し
た
の
か
。
参
加
者
た
ち
に
聞

い
た
。	

（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
＝
法
花 

敏
郎
、
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
ス
タ
ッ
フ
・
熱
田 

典
子
）

す
。
海
が
濁
り
、
漁
師
は
沖
へ
沖
へ
と
追
い

や
ら
れ
て
い
ま
す
。
沖
に
出
る
に
は
大
き
な

船
が
必
要
で
す
が
、
零
細
業
者
が
多
く
、
と

て
も
そ
ん
な
お
金
が
あ
り
ま
せ
ん
。
思
い
余

っ
た
漁
師
た
ち
は
2
0
1
7
年
１
月
14
日
、

州
政
府
と
開
発
業
者
に
改
善
を
求
め
て
約
50

艘そ
う

の
漁
船
で
海
上
デ
モ
を
し
ま
し
た
が
、
は

か
ば
か
し
い
進
展
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ペ
ナ
ン
島
で
は
、
野
生
動
物
が
次
々
と
住

み
か
を
奪
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
が
、

ダ
ス
キ
ー
・
リ
ー
フ
・
モ
ン
キ
ー
と
呼
ば
れ

る
、
両
目
の
周
り
が
白
く
円
状
に
な
っ
て
い

る
か
わ
い
ら
し
い
サ
ル
で
す
。
生
息
数
が
減

り
、
電
線
に
よ
る
感
電
死
、
車
に
ひ
か
れ
る

な
ど
の
被
害
も
出
て
い
ま
す
。

　

見
逃
し
て
な
ら
な
い
の
は
気
候
変
動
が
及

ぼ
す
生
態
系
の
変
化
で
す
。

　

あ
る
海
岸
で
は
ウ
ミ
ガ
メ
が
卵
を
生
ん
だ

砂
浜
が
気
温
の
上
昇
で
熱
く
な
り
、
か
な
り

の
卵
が
ひ
か
ら
び
て
、
ふ
化
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
ふ
化
し
て
も
卵
の
温
度
が
高
い
た
め

に
メ
ス
が
増
え
、
オ
ス
が
減
っ
て
い
ま
す
。

地
球
温
暖
化
の
影
響
で
し
ょ
う
。
私
の
集
め

へ
行
き
ま
し
た
。
長
さ
約
40
㌔
の
リ
ゾ
ー
ト

地
の
海
岸
の
大
部
分
が
幅
25
㍍
に
わ
た
っ
て

侵
食
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
農
民
が
豊
作
を
祈

願
す
る
ヒ
ン
ズ
ー
教
の
寺
院
は
門
前
の
二
つ

の
像
だ
け
を
残
し
て
倒
壊
。
３
階
建
て
の
ホ

テ
ル
も
壊
れ
て
閉
鎖
。
プ
ー
ル
は
見
る
も
無

残
な
姿
で
し
た
。
周
囲
の
水
田
は
砂
と
塩
水

を
か
ぶ
っ
て
荒
れ
果
て
、
売
店
は
一
軒
残
っ

て
い
る
だ
け
で
し
た
。

　

そ
こ
の
お
ば
さ
ん
に
聞
く
と
、
「
米
は
作

れ
ず
、
今
で
は
観
光
客
は
日
に
２
人
か
３

人
。
で
も
、
こ
こ
よ
り
ほ
か
に
行
く
と
こ
ろ

が
な
い
の
で
す
」
。
そ
う
言
っ
て
嘆
い
て
い

ま
し
た
。

　

ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
ド
レ
ス
と
黒
の
礼
服
に
着

飾
っ
た
日
本
の
新
婚
カ
ッ
プ
ル
が
、
こ
ん
な

事
情
を
知
ら
ず
に
、
記
念
撮
影
す
る
た
め
に

こ
の
海
岸
に
や
っ
て
来
ま
し
た
。
カ
メ
ラ
マ

ン
は
「
こ
こ
は
以
前
に
も
来
て
い
ま
す
。
な

ん
で
こ
ん
な
こ
と
に
…
…
」
と
言
っ
て
天
を

仰
い
で
い
ま
し
た
。

　

漁
民
の
話
で
は
、
海
岸
の
侵
食
が
始
ま
っ

た
の
は
２
年
前
。
「
毎
日
の
よ
う
に
高
波
が

押
し
寄
せ
た
」
と
話
し
て
い
ま
す
。
地
球
温

暖
化
に
よ
っ
て
海
面
が
上
が
っ
た
の
も
原
因

の
一
つ
と
考
え
て
い
ま
す
。
バ
リ
を
訪
れ
る

ツ
ー
リ
ス
ト
が
増
え
、
観
光
船
が
1
日
40
便

に
増
え
た
こ
と
も
関
係
し
て
い
る
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

地
元
の
新
聞
に
記
事
を
書
き
、
大
学
で
生

徒
に
も
教
え
て
い
ま
す
。
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

に
も
投
稿
し
て
世
界
の
人
に
自
然
破
壊
の
恐

ろ
し
さ
を
伝
え
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

豪
雨
被
害
の
村
で

懸
命
の
救
援
活
動

津
波
の
こ
わ
さ
を

子
ど
も
に
教
え
る

ど
の
症
状
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
７
５
０
人
に

薬
を
投
与
し
ま
し
た
。
食
料
、
毛
布
、
蚊
取

り
線
香
、
ろ
う
そ
く
な
ど
を
配
り
ま
し
た
。

　

災
害
が
ひ
ど
か
っ
た
の
は
、
橋
が
古
く
て

高
さ
約
５
㍍
し
か
な
く
、
た
ち
ま
ち
水
没
し

て
救
援
の
手
が
届
き
に
く
い
か
ら
で
す
。
モ

ン
ス
ー
ン
期
間
の
３
カ
月
は
、
川
の
氾
濫
で

毎
年
孤
立
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
度
の
豪
雨
の
最
中
に
乗
客
25
人
を
乗
せ

た
バ
ス
が
橋
か
ら
転
落
。
住
民
た
ち
が
川
に

飛
び
込
ん
で
全
員
を
救
助
し
ま
し
た
が
、
危

う
い
と
こ
ろ
で
し
た
。
私
た
ち
は
こ
れ
ま
で

州
政
府
に
橋
の
建
て
替
え
を
要
望
し
続
け
て

い
ま
す
が
、
な
し
の
つ
ぶ
て
で
す
。
今
、
自

分
た
ち
で
セ
メ
ン
ト
を
購
入
し
、
新
し
い
橋

を
つ
く
ろ
う
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

温
暖
化
防
止
の
た
め
、
植
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
リ
サ
イ
ク
ル
、
カ
ー
シ
ェ
ア
な
ど
に
取

り
組
ん
で
余
計
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
を
使
わ
な
い
よ
う
に
心
が
け
て
は
ど
う

で
し
ょ
う
。
そ
う
し
た
取
り
組
み
が
、
母
な

る
自
然
を
守
る
第
一
歩
だ
と
思
う
の
で
す
。

で
展
示
し
て
募
金
を
集
め
、
本
や
カ
バ
ン
を

現
地
の
子
ど
も
た
ち
に
送
り
ま
し
た
。

　

去
年
、
ア
チ
ェ
に
戻
り
、
大
学
で
防
災
教

育
を
教
え
る
か
た
わ
ら
、
小
学
校
で
地
震
と

津
波
の
怖
さ
を
教
え
、
子
ど
も
た
ち
が
国
内

外
の
震
災
被
災
地
に
絵
葉
書
を
送
る
活
動
も

続
け
て
い
ま
す
。
「
泣
か
な
い
で
」
「
が
ん

ば
っ
て
ね
」
。
そ
ん
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
ネ
パ

ー
ル
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ス
ラ
ウ
ェ
シ
島
の

子
ど
も
た
ち
に
送
っ
て
励
ま
し
ま
し
た
。

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
１
９
０
７
年
に
も
大

地
震
が
あ
り
ま
し
た
。
人
口
の
９
割
が
亡
く

な
っ
た
シ
ム
ル
島
で
は
、
津
波
の
怖
さ
を

伝
え
る
「Sm

ong

」
と
い
う
歌
を
作
り
ま
し

た
。
「
村
は
海
の
底
に
沈
ん
で
し
ま
い
ま
し

た
」
「
地
震
で
海
の
水
が
引
い
た
ら
、
と
に

か
く
高
い
と
こ
ろ
を
探
そ
う
」
。
避
難
の
教

え
が
美
し
い
メ
ロ
デ
ィ
ー
と
と
も
に
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

ス
マ
ト
ラ
沖
地
震
・
津
波
の
と
き
、
シ
ム

ル
島
の
人
々
は
い
ち
早
く
高
台
に
逃
れ
、

犠
牲
者
は
わ
ず
か
７
人
で
し
た
。
「Sm

ong 

の
奇
跡
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
今
年
９
月

28
日
に
起
き
た
ス
ラ
ウ
ェ
シ
島
の
地
震
・
津

波
で
は
、
残
念
な
が
ら
こ
の
教
訓
は
生
か
さ

れ
ず
、
多
数
の
死
者
・
行
方
不
明
者
が
出
て

い
ま
す
。
震
災
教
育
の
大
切
さ
を
痛
感
し
て

い
ま
す
。

た
写
真
や
ビ
デ
オ
を
展
示
会
で
公
開
し
て
環

境
保
護
の
大
切
さ
を
訴
え
る
つ
も
り
で
す
。

セ
ミ
ナ
ー
の

参
加
者
に
聞
く



アジアネット136号　　2019年冬 102019年冬　　アジアネット136号11 「気候変動と貧困」セミナーから気候変動と貧困」セミナーから

１．あなたの団体は気候変動に取り組んでいますか？
はい：RUDYA（インド）、AFSナグプール（インド）、 
AFSネパール、カリピ（フィリピン）、AFSソルソゴン
（フィリピン）、AFSシンガポール
いいえ：SPARSH（インド）、KAFS（カンボジア）　

２．支援対象者に対して、気候変動に関する意識啓発を
したことがありますか？
RUDYA（インド）：グリーンスカウト運動を通して啓発
SPARSH（インド）：土壌浸食の防止や植林などの環境
活動に関連して啓発
AFSナグプール（インド）：都市部と農村部の両方で、
気候変動に関する啓発プログラム（ストップ地球温暖
化、環境デー、植林プログラムなど）を実施している。
他にも気候変動に関して、地域で啓発パンフレットを配
布したり、ソーシャルメディアに投稿したり、SNSでイ
ベント参加を促したり、会合を催したり、地域活動を組
織したりしている。
AFSネパール：川の土手を急速な土壌浸食から護り、耕
地の流出を防ぐため、小規模ダムを建設した。川が増水
する夏に地域が直面するリスクに関して、注意喚起もで
きた。
カリピ（フィリピン）：浸食を受け荒廃した丘陵や山、
川の土手などに竹を植える。これは地球の再緑化や自然
再生につながるとともに、竹は村人にとって無料の建築
資材ともなり副収入源ともなる。主目的は川の土手の土
壌流出を防ぐこと、そして気候変動による環境破壊を緩
和することである。竹は二酸化炭素吸収にも役だつ。
AFSソルソゴン（フィリピン）：マングローブを植林
し、子どもたちに環境やごみ管理について教える。
KAFS（カンボジア）：毎年植林しており、植える前には
いつも、木と気候変動との関係について説明する。

３．地域の貧困層はどのような気候変動に直面していま
すか？

インド：世界銀行の研究によると、気候変動は、インド
経済の成長可能性にとって最大の脅威の一つとなりつつ
あるようだ。気候変動に伴う健康影響や農作物の収穫量
減少、国民の生活水準低下などがある。降水量が減少し
干ばつが起こる。夏には48 ～ 50℃まで気温が上がり、
村の井戸の水位は日々下がり、湖や川は干上がる。気候
変動は、環境や政治・経済・社会に複合的な負荷を与え
る。耐え難い熱波、厳冬、豪雨などいかなる形であれ、
気候変動は環境の脅威となり、水資源を枯渇させ、食糧
生産が制限される。生活を破綻させ家族を引き離し、人
々を貧困に陥れる。直接の影響は気温上昇であり、病気
や死亡の増加と関わる。また洪水や土砂崩れ、暴風雨な
どの激しい自然災害により、死傷者が増える。
ネパール：貧困と教育不足により、気候変動がいっそう
大きな災害をもたらす。
フィリピン：我々の活動の受益者は大部分が農民であ
る。彼らの多くは、雨季には激しい洪水、夏には極度の
高温に直面している。２つが重なって作物がダメージを
受け、また洪水は家を破壊する。農民は気付いていない
が、気候変動の最も恐ろしい影響は、熱波の身体的影響
であり、多くの人が犠牲となる。極端な暑さ（エルニー
ニョ）や極端な降水（ラニーニャ）、スーパー台風を経
験している。
シンガポール：気候変動により野菜や果物の収穫が減
り、物価が上昇した。
カンボジア：洪水や干ばつが増える。これは経済的損失
を生み、人々はますます貧しくなる。

４．支援対象者は気候変動に対してどんな適応策をとっ
ていますか？その策はどんな効果がありますか？
RUDYA（インド）：支援対象者に対して気候変動に関す
る様々な啓発キャンペーン・セミナーを開催している。
村近くの小さい川にセメントの堰を作って、雨水の流れ
をせき止めた。村の湖を掘って貯水量を大きくし、様々
な村で村人も積極的に参加して木を植えた。村の清掃活

動を実施し、化学肥料や農薬の影響について啓発をして
有機肥料の使用を促した。
SPARSH（インド）：地域社会の声を聴いて、災害に備
える、地域の自治組織と長期計画策定、ソーシャルメデ
ィアの利用、持続可能な農業に関する情報共有
AFSナグプール（インド）：現代技術と、地域の生態系
に関する伝統知、その2つの良いところを融合したい。
AFSネパール：JAFSの支援により、水害へのささやかな
抵抗として小規模ダムを造ったところ、洪水が起こった
際に素晴らしい力を発揮し、土壌流出や堤防決壊がかな
り軽減された。これまで夏の洪水に耕地を洗い流されて
きた農民の役に立った。
フィリピン：川の土手への竹の植林により土壌流出を軽
減、マングローブ植林
AFSシンガポール：野菜や果物の価格上昇を抑えるため
新たな供給源を開拓、気候変動に関する情報共有や会合
KAFS（カンボジア）：気候変動リスクについて地域で教
育し、災害時の被災を避けるために必要な物の準備を促
す。例えば、洪水や干ばつ後に再び作物を育てるために
種を全て保管しておかなければならない。

５．気候変動に関して支援対象者たちと取り組みをまだ
始めていないとすれば、いつ始める計画ですか？
RUDYA（インド）：JAFSの支援で飲料水事業に取り組ん
でいる。支援対象者はほとんどが農民なので、支援地で
灌漑施設の造成を計画している。灌漑施設は彼らの発展
のために必須である。学校や自治体のための特別な啓発
プログラムの作成、気候が影響を与える農民のための調
査実施や支援センター創設と相談事業を計画している。
加えてグリーンスカウト運動と飲料水事業を、より遠方
の地域まで拡げる。
SPARSH（インド）：次のような気候変動適応策をとる
予定　１）地域社会の声を聴く、２）災害に備える、
３）地域の自治組織と長期計画策定、４）ソーシャルメ
ディアの利用、５）持続可能な農業に関する情報共有
AFSナグプール（インド）：避難所での救援物資や食糧
の提供と健康管理
カリピ（フィリピン）：竹と暮らしのプロジェクトを継
続、ごみ問題に取り組む
AFSソルソゴン（フィリピン）：植林とごみ処理（4R推
進－リデュース・リユース・リサイクル・ロット［堆肥
化］）についての教育継続
KAFS（カンボジア）：能力は限られているが、植林によ
る緑化推進、プラスチック袋を使わない環境美化、作物
や家畜など農産物に有機農法推奨、など活動をもっと増
やすことができる。

　気候変動はもはや単なる科学予測ではない。今や世界中の人が、毎日のニュース、食卓の食べ物、熱波や豪雨
などから日々経験していることだ。AFSメンバーの多くが気候変動適応に直接的に取り組んでいるわけではない
が、様々な国のメンバーが、自分たち自身で、またJAFSと協働で、環境活動や地域開発に携わってきた。
　気候変動をテーマとする今回の国際ネットワークセミナーの、事前アンケートに対するAFSメンバーの回答を
以下にまとめる。参加12か国のうち5か国から回答を得た。　　

　（AFS国際調整オフィス   ジーナ・ヤップ、翻訳：JAFSスタッフ  川本裕子）

救
援
活
動
を
手
伝
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
の

活
動
を
通
じ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
大
切

さ
を
身
を
も
っ
て
感
じ
ま
し
た
。
日
本
か
ら

の
支
援
で
３
０
０
世
帯
に
ソ
ー
ラ
ー
式
の
ラ

ン
タ
ン
を
配
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
新
し

い
船
も
寄
贈
さ
れ
、
あ
り
が
た
か
っ
た
で
す

ね
。

　

ハ
イ
エ
ン
の
救
援
活
動
の
体
験
を
も
と

に
、
学
校
で
児
童
た
ち
に
台
風
や
地
震
の
怖

さ
、
避
難
方
法
、
環
境
保
全
の
大
切
さ
を
教

え
て
い
ま
す
。
植
林
も
進
め
て
い
ま
す
。
今

度
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
気
候
変
動
の
影
響
や
自

然
災
害
に
取
り
組
む
皆
さ
ん
の
活
動
を
知

り
、
大
い
に
勇
気
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

アンケート
回答から気候変動に関する AFS メンバーの活動

　
パ
ダ
ム
・
シ
ュ
レ
ス
タ
さ
ん

Ａ
Ｆ
Ｓ
ネ
パ
ー
ル
（
ネ
パ
ー
ル
）

　

ネ
パ
ー
ル
の
平
野
部
で
は
、
毎
年
の
洪
水

に
よ
っ
て
、
家
屋
へ
の
浸
水
の
み
な
ら
ず
、

農
地
も
被
害
に
遭
い
、
食
糧
難
に
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。

　

ピ
ト
ゥ
リ
村
は
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
と
と
も
に

２
０
０
０
年
か
ら
植
林
を
始
め
、
木
が
な
か

っ
た
地
に
森
を
つ
く
る
こ
と
に
成
功
し
ま
し

洪
水
や
土
壌
浸
食

防
ぐ
堤
防
づ
く
り

ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
、
鉄
杭
を
組
み
合
わ
せ
て

つ
く
る
低
堤
防
を
、
5
年
前
か
ら
3
年
か
け

て
設
置
し
ま
し
た
。
そ
の
上
に
植
樹
し
て
、

土
を
固
定
し
ま
し
た
。

　

作
業
に
は
重
機
や
セ
メ
ン
ト
を
用
い
ま
せ

ん
。
理
由
は
、
国
立
公
園
に
隣
接
す
る
土
地

の
た
め
、
野
生
動
物
の
侵
入
を
妨
げ
る
こ
と

が
な
い
の
が
前
提
だ
か
ら
で
す
。

　

現
在
、
浸
食
を
防
ぐ
だ
け
で
な
く
、
土
が

溜
ま
っ
て
土
地
が
回
復
し
て
き
ま
し
た
。
言

う
ま
で
も
な
く
、
近
隣
の
村
が
洪
水
を
受
け

て
い
る
時
で
も
浸
水
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
し
て
自
然
公
園
の
一
部
と
し
て
、
サ

イ
見
物
の
名
所
に
も
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

自
然
と
の
共
存
が
成
立
し
始
め
て
い
ま
す
。

た
が
、
近
年
、
洪
水
に
よ
っ
て
そ
の
森
の
縁

が
浸
食
さ
れ
て
土
地
が
け
ず
ら
れ
、
森
へ
の

影
響
を
懸
念
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
状
況
を
見
た
日
本
人
の
方
が
、
日
本

の
古
い
技
術
を
生
か
せ
る
と
言
っ
て
、
知
恵

を
伝
授
し
て
く
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

竹
と
土
と
い
う
現
地
に
あ
る
材
料
と
、
大
型

2019年冬　　アジアネット136号11
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僕
は
、
大
阪
工
業
大
学
工
学
部
電
子
情
報

通
信
工
学
科
に
在
籍
し
て
い
ま
す
。
何
の
面

白
み
も
な
く
、
た
だ
人
生
を
消
化
し
て
い
た

だ
け
の
理
系
学
生
に
と
っ
て
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
は
、
関
わ
り
の
な
い

も
の
で
し
た
。
僕
は
、
将
来
や
り
た
い
こ
と

も
、
生
き
る
意
味
す
ら
も
、
見
つ
け
ら
れ
ず

に
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
あ
る
と
き
不
意
に
、
人
生
は
一

度
き
り
し
か
な
い
と
い
う
こ
と
を
意
識
す
る

よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。
人
生
を
変
え
た

い
。
何
か
を
し
た
い
。
そ
ん
な
と
き
に
縁
あ

 ボランティア高校生に尊敬と羨望

子どもに「教える」難しさ思い知る

っ
て
ア
ジ
ア
協
会
ア
ジ
ア
友
の
会
と
出
会
い

ま
し
た
。

　

４
月
頃
か
ら
国
内
研
修
を
始
め
ま
し
た
。

Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
Ｎ
の
字
す
ら
知
ら
な
い
僕
に
と
っ

て
、
全
て
の
情
報
が
新
鮮
で
非
常
に
興
味
深

い
も
の
で
し
た
。

　

そ
し
て
、
大
学
の
夏
休
み
を
利
用
し
て
ネ

パ
ー
ル
に
行
き
ま
し
た
。
様
々
な
衝
撃
が
あ

り
ま
し
た
。
決
し
て
少
な
く
な
い
交
通
量
の

道
路
を
、
横
断
歩
道
も
な
し
に
平
然
と
横
切

る
人
々
。
歩
道
に
は
多
く
の
ゴ
ミ
が
捨
て
ら

れ
て
お
り
、
呼
吸
す
ら
躊
躇
し
て
し
ま
う
ほ

ど
空
気
は
汚
れ
て
い
る
。
こ
ん
な
に
も
違
う

の
か
。
実
は
初
の
海
外
だ
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
驚
き
は
ひ
と
し
お
で
し
た
。

　

ネ
パ
ー
ル
に
は
50
日
間
滞
在
し
た
の
で
す

が
、
始
め
と
終
わ
り
の
１
週
間
は
、
首
都
カ

ト
マ
ン
ズ
か
ら
車
で
５
～
６
時
間
程
度
の
と

こ
ろ
に
あ
る
ボ
テ
シ
パ
村
と
い
う
山
村
で
、

ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
を
し
ま
し
た
。
初
め
の
１

週
間
は
、
村
の
学
校
の
子
ど
も
た
ち
と
一
緒

に
植
林
活
動
を
し
ま
し
た
。
自
分
の
村
を
良

く
す
る
た
め
に
自
分
の
手
で
未
来
を
作
っ
て

い
く
姿
に
、
僕
も
見
習
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
感
心
し
ま
し
た
。

　

終
わ
り
の
１
週
間
は
京
都
暁
星
高
校
の
方

た
ち
と
、
水
道
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
建
設
を
し
ま

し
た
。
水
道
と
聞
い
て
、
大
き
く
て
固
い
も

の
と
想
像
し
て
い
た
の
が
、
実
際
は
ホ
ー
ス

の
よ
う
な
大
き
さ
の
直
径
で
、
そ
れ
で
も
土

の
中
に
埋
め
る
の
は
重
労
働
で
し
た
。
一
緒

に
活
動
し
た
高
校
生
た
ち
を
見
て
、
高
校
生

の
と
き
か
ら
海
外
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
来
よ

う
と
考
え
る
彼
ら
の
姿
勢
と
行
動
力
に
、
尊

敬
と
羨せ
ん

望ぼ
う

の
眼
差
し
を
向
け
ず
に
は
い
ら
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
が
な
い
間
は
チ
ュ
ニ
ケ

ル
と
い
う
村
の
学
校
で
、
算
数
を
教
え
て
い

ま
し
た
。
「
何
も
で
き
な
か
っ
た
」
。
そ
れ

が
こ
の
村
で
の
感
想
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
と
仲
良
く
な
る
。
九
九
や
計

算
問
題
を
理
解
し
て
も
ら
う
。
そ
う
い
っ
た

こ
と
は
比
較
的
簡
単
で
す
。
し
か
し
、
分
か

り
や
す
く
解
説
す
る
た
め
に
は
図
や
ジ
ェ
ス

チ
ャ
ー
だ
け
で
は
限
界
が
あ
る
こ
と
。
さ
ら

に
、
同
じ
学
年
で
も
学
力
に
大
き
な
差
が
あ

り
、
授
業
の
難
易
度
を
調
整
す
る
の
が
難
し

い
こ
と
。
こ
れ
ら
を
解
決
す
る
こ
と
が
、
今

の
自
分
で
は
不
可
能
だ
と
知
り
ま
し
た
。

　

た
く
さ
ん
の
こ
と
を
経
験
さ
せ
て
も
ら
え

た
中
で
、
僕
が
得
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
人

と
人
と
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
で
す
。

　

「
人
と
い
う
字
は
…
」
の
意
味
を
こ
の
年

に
な
っ
て
や
っ
と
実
感
で
き
た
こ
と
が
、
笑

わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
で
す
が
、
僕
の
宝
物

で
す
。

　

人
間
関
係
が
希
薄
に
な
っ
て
き
て
い
る
こ

の
世
の
中
で
こ
れ
ほ
ど
価
値
の
あ
る
も
の
に

気
付
か
せ
て
く
だ
さ
っ
た
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
や
ネ
パ

ー
ル
の
方
々
に
恩
を
お
返
し
で
き
る
よ
う
、

自
分
に
何
が
で
き
る
か
を
考
え
続
け
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ
う
い
っ
た

活
動
に
興
味
が
あ
っ
て
も
、
な
か
な
か
一
歩

を
踏
み
出
せ
な
い
で
い
る
若
い
人
た
ち
と
の

橋
渡
し
に
な
れ
る
よ
う
に
、
尽
力
し
て
い
け

た
ら
な
と
考
え
て
い
ま
す
。

理
系
大
学
生
の
ネ
パ
ー
ル
初
研
修
記　
　
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
会
員　
溝
口 

竜
太
郎

京都暁星高校の水道ワークキャンプ

２
年　
稲
岡  

健

　

パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
ワ
ー
ク
は
、
宿
泊
し
て

い
た
ア
ジ
ア
協
会
の
ベ
ー
ス
か
ら
、
車
で
１

時
間
ほ
ど
の
場
所
に
あ
っ
た
。
み
ん
な
で
ト

ラ
ッ
ク
の
荷
台
に
乗
り
込
み
、
ワ
ー
ク
地
に

向
か
っ
た
。
雨
季
が
終
わ
っ
て
間
も
な
い
た

め
、
本
当
に
道
が
悪
か
っ
た
。
毎
年
乾
季
に

な
る
と
道
を
平
ら
に
な
ら
す
ら
し
い
が
、
ま

た
雨
季
が
来
る
と
、
こ
の
状
態
に
戻
っ
て
し

ま
う
と
い
う
。
移
動
の
面
で
も
か
な
り
の
不

自
由
が
あ
る
こ
と
を
実
感
し
た
。

　

ワ
ー
ク
地
に
着
き
、
作
業
を
始
め
た
。
思

っ
て
い
た
よ
り
も
気
温
が
高
く
、
炎
天
下
で

の
作
業
に
な
っ
た
。
土
の
質
は
日
本
と
全
く

違
い
、
幾
重
に
も
重
な
っ
た
層
に
、
大
き
な

石
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ
と
埋
ま
っ
て
い
た
。
は
が
す

よ
う
に
掘
り
進
め
る
の
は
本
当
に
大
変
だ
っ

た
。
現
地
の
方
々
は
、
男
性
だ
け
で
な
く
女

性
も
道
具
を
手
に
取
り
、
僕
た
ち
が
休
憩
し

て
い
る
間
も
ず
っ
と
作
業
を
続
け
て
い
た
。

　

マ
レ
ー
シ
ア
で
開
か
れ
た
ア
ジ
ア
国
際
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ミ
ナ
ー
に
日
本
か
ら
参
加
し

た
13
人
は
10
月
８
日
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
か
ら
マ

レ
ー
シ
ア
に
逃
れ
て
ペ
ナ
ン
で
暮
ら
す
イ
ス

ラ
ム
系
少
数
民
族
ロ
ヒ
ン
ギ
ャ
難
民
を
訪
問

し
、
会
員
の
皆
さ
ん
ら
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
募

金
で
購
入
し
た
お
米
、
ビ
ス
ケ
ッ
ト
、
サ
ラ

ダ
油
、
タ
オ
ル
な
ど
の
支
援
物
資
を
11
家
族

に
贈
っ
た
。
幼
児
に
は
風
船
を
渡
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
は
本
誌
２
０
１
８
年
夏
号
で
、

マ
レ
ー
シ
ア
に
逃
れ
た
ロ
ヒ
ン
ギ
ャ
難
民
の

窮
状
を
紹
介
。
ブ
キ
ッ
ム
ル
タ
ジ
ャ
ム
地
区

に
住
む
難
民
の
救
済
・
支
援
募
金
を
呼
び
か

け
、
約
45
万
円
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

難
民
は
同
地
区
の
古
び
た
ア
パ
ー
ト
に
住

ん
で
い
る
。
そ
の
一
人
、
５
カ
月
の
赤
ち
ゃ

ん
を
抱
い
た
ラ
シ
ダ
さ
ん
（
21
）
は
ミ
ャ
ン

マ
ー
で
５
年
前
に
家
を
焼
か
れ
、
着
の
身
着

の
ま
ま
、
父
と
母
、
弟
の
一
家
４
人
で
船
で

マ
レ
ー
シ
ア
に
着
い
た
。
船
に
乗
っ
た
避
難

民
は
約
５
０
０
人
。
途
中
、
高
波
で
海
に
落

ち
た
り
、
病
気
で
亡
く
な
っ
た
人
も
い
る
。

２
年
前
に
結
婚
。
同
じ
避
難
民
の
夫
（
27
）

は
建
設
現
場
で
働
い
て
い
る
。
将
来
の
こ
と

を
聞
く
と
、
こ
ん
な
答
え
が
返
っ
て
き
た
。

「
こ
こ
は
安
全
で
す
。
故
郷
に
は
帰
り
た
く

あ
り
ま
せ
ん
」

　

（
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
広
報
企
画
委
員
長法

花 

敏
郎
）

現
地
の
方
の
体
力
に
驚
か
さ
れ
た
。
自
分
の

力
不
足
も
強
く
感
じ
た
。

　

水
源
か
ら
３
カ
所
の
水
場
ま
で
水
を
引
く

こ
と
が
で
き
た
。
蛇
口
か
ら
流
れ
る
水
を
見

て
、
生
徒
、
先
生
た
ち
と
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
の
皆
さ

ん
、
村
の
方
々
、
全
員
の
力
で
こ
れ
だ
け
の

仕
事
が
で
き
た
の
だ
と
感
動
し
た
。
日
本
で

は
全
く
意
識
す
る
こ
と
の
な
い
水
の
重
要
性

に
つ
い
て
、
考
え
さ
せ
ら
れ
た
体
験
で
も
あ

っ
た
。
ボ
テ
シ
パ
村
滞
在
中
、
シ
ャ
ワ
ー
の

水
が
出
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
て
、
水
の

大
切
さ
を
体
で
学
ん
た
。

　

ネ
パ
ー
ル
の
大
学
生
か
ら
聞
い
た
と
こ
ろ

に
よ
る
と
、
公
立
学
校
の
教
育
を
無
料
で
受

け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
は
い
る
が
、
実
際

は
学
校
に
通
え
な
い
子
た
ち
が
非
常
に
多
い

と
い
う
こ
と
だ
。

　

教
科
書
代
や
制
服
代
に
加
え
、
学
校
の
補

修
工
事
費
、
課
外
活
動
費
、
テ
ス
ト
受
験
料

な
ど
高
額
な
学
費
を
支
払
う
必
要
が
あ
る
か

ら
だ
と
い
う
。
教
育
環
境
が
整
備
、
改
善
さ

れ
て
ネ
パ
ー
ル
の
子
ど
も
た
ち
全
員
に
一
日

も
早
く
、
学
び
の
機
会
が
与
え
ら
れ
る
こ
と

を
祈
る
。
そ
の
た
め
に
、
一
体
自
分
は
何
を

す
べ
き
か
、
何
が
で
き
る
の
か
、
を
考
え
ず

に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

日
本
も
、
教
育
の
形
を
一
例
と
し
て
教
え

る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
た
。
本
当
に
教
育

を
無
償
化
す
る
に
は
、
税
金
の
シ
ス
テ
ム
を

整
備
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
か
ら
国
づ
く

り
を
す
る
ネ
パ
ー
ル
に
、
そ
の
ヒ
ン
ト
を
与

え
る
こ
と
が
、
先
進
国
に
求
め
ら
れ
て
い
る

と
思
う
。

ロ
ヒ
ン
ギ
ャ
難
民
に

支
援
物
資
を
手
渡
し

　

京
都
暁
星
高
等
学
校
の
生
徒
10
名
と
教
師
２
名
が
９
月
18
〜
25
日
、
ネ
パ
ー
ル
地
震
の

復
興
支
援
地
シ
ン
ド
ゥ
パ
ル
チ
ョ
ー
ク
郡
イ
ン
ド
ラ
ワ
テ
ィ
村
（
旧
ボ
テ
シ
パ
村
）
で
あ

っ
た
ス
タ
デ
ィ
ー
ツ
ア
ー
に
参
加
し
、
現
地
の
村
人
、
カ
ト
マ
ン
ズ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
大

学
生
と
と
も
に
水
道
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
設
置
作
業
を
し
ま
し
た
。
雨
が
長
引
い
て
道
が
ぬ

か
る
み
、
村
に
到
着
す
る
ま
で
も
苦
労
が
多
か
っ
た
中
で
、
全
員
が
大
き
な
宝
を
得
て
、

元
気
に
活
動
を
終
え
ま
し
た
。
う
ち
2
名
が
将
来
、
国
際
協
力
に
携
わ
り
た
い
と
い
う
夢

を
持
ち
ま
し
た
。
そ
ん
な
高
校
生
の
目
か
ら
見
た
ネ
パ
ー
ル
の
現
在
を
紹
介
し
ま
す
。

すべての子に学びの機会を…願い ネ
パ
ー
ル
で
水
道

ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ

京都暁星高校

村
の
学
校
で
日
本
の
ポ
ッ
プ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
と
ダ
ン
ス
を
披
露
＝
ボ
テ
シ
パ
村
ス
リ

ー
チ
ャ
ン
デ
ソ
リ
小
中
高
等
学
校

小
学
生
に
算
数
を
教
え
る
筆
者
（
右
の
黒
い
Ｔ
シ

ャ
ツ
の
男
性
）
＝
ネ
パ
ー
ル
、
チ
ュ
ニ
ケ
ル
村
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水
支
援
は
今
︙

JAFS設立40周年を前に　①水支援は今…JAFS設立40周年を前に　①水支援は今…

日
本
も
水
大
国
で
は
な
い

　
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
が
事
務
所
を
設
け
て
い
る
大
阪

で
は
、
２
０
２
５
年
の
万
国
博
覧
会
開
催
が

決
ま
っ
た
こ
と
で
、
経
済
発
展
を
喜
ぶ
声
が

多
く
聞
こ
え
ま
す
。
大
阪
は
水
の
都
と
も
呼

ば
れ
、
年
間
降
水
量
が
１
２
７
９
㍉ 
。
日
本

の
平
均
年
間
降
水
量
は
１
７
０
０
㍉ 
で
、
世

界
の
陸
域
の
平
均
年
間
降
水
量
約
８
１
０
㍉ 

の
約
２
倍
の
水
が
、
日
本
列
島
を
潤
し
て
い

ま
す
（
国
土
交
通
省
の
デ
ー
タ
よ
り
）
。
私

た
ち
も
「
水
」
は
あ
っ
て
当
た
り
前
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
の
が
日
常
で
す
。

　

そ
ん
な
日
本
も
実
は
、
自
国
で
必
要
な
水

を
国
内
で
全
て
供
給
で
き
て
い
な
い
こ
と
を

ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
な
ぜ
か
と
言
う
と
、

私
た
ち
の
食
生
活
が
密
接
に
関
係
し
て
い
ま

す
。
日
本
の
食
料
自
給
率
は
わ
ず
か
４
割

で
、
６
割
を
外
国
に
依
存
し
て
い
ま
す
。
そ

の
食
料
を
作
っ
て
い
る
国
の
水
に
よ
っ
て
食

べ
物
を
得
て
い
る
訳
で
す
。
こ
う
い
っ
た
状

況
を
差
し
引
き
す
る
と
、
日
本
に
住
む
私
た

ち
は
、
水
に
つ
い
て
も
っ
と
真
剣
に
考
え
る

こ
と
が
必
要
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ア
ジ
ア
が
変
革
し
て
い
く
中
で
の
「
水
」
の

今
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

限
り
あ
る
資
源
守
る
知
恵
を

　
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
は
39
年
に
わ
た
っ
て
水
を
贈
る

運
動
を
し
て
き
ま
し
た
。
ア
ジ
ア
各
地
の
現

地
提
携
団
体
よ
り
届
く
井
戸
の
要
請
に
対

し
、
支
援
し
て
い
ま
す
。
現
地
提
携
団
体
は

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
井
戸
を
維
持
管
理
で
き
る

よ
う
啓
発
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
支
援
は
そ

の
提
携
団
体
を
通
じ
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
届

き
ま
す
。
資
金
と
同
時
に
日
本
と
の
関
わ
り

が
現
地
の
大
き
な
励
み
と
な
り
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
次
な
る
一
歩
に
つ
な
が
る
の
で
す
。

現
地
の
様
子
を
肌
で
感
じ
た
い
方
は
、
ワ
ー

ク
キ
ャ
ン
プ
で
実
際
に
井
戸
の
建
設
に
共
働

参
加
で
き
ま
す
。
（
次
ペ
ー
ジ
の
図
参
照
）

　

近
年
、
南
ア
ジ
ア
か
ら
、
緊
急
に
飲
料
水

が
ほ
し
い
と
い
う
依
頼
が
た
び
た
び
来
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
理
由
は
、
水
源
の
枯
渇

で
す
。
気
候
変
動
で
雨
が
全
く
降
ら
な
い
た

め
や
災
害
に
よ
っ
て
枯
渇
し
た
と
い
う
こ
と

で
す
。
水
道
イ
ン
フ
ラ
が
整
っ
て
お
ら
ず
、

近
く
の
水
源
を
利
用
す
る
生
活
を
送
っ
て
い

た
が
、
そ
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
生
活
に
必

要
な
水
量
を
確
保
で
き
な
く
な
っ
た
、
と
い

う
事
情
が
背
景
に
あ
る
よ
う
で
す
。
ア
ジ
ア

が
発
展
す
る
中
で
も
、
こ
の
よ
う
に
自
然
の

水
資
源
の
み
に
依
存
し
て
い
る
地
域
が
ま
だ

数
多
く
あ
る
の
が
現
実
で
す
。

　

三
十
数
年
前
、
二
十
数
年
前
に
設
置
し
た

井
戸
の
役
割
が
終
わ
っ
た
と
報
告
が
来
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
イ
ン
フ
ラ
が
整
っ
て
水
道

が
で
き
た
の
で
す
。
そ
れ
は
発
展
に
必
要
な

こ
と
で
、
私
た
ち
の
支
援
が
生
か
さ
れ
、
水

道
が
設
置
さ
れ
た
好
ま
し
い
結
果
で
す
。

　

こ
こ
で
、
一
つ
の
村
の
移
り
変
わ
り
の
具

体
例
を
紹
介
し
ま
す
。
私
が
１
９
９
１
年
に

入
っ
た
ネ
パ
ー
ル
の
Ｐ
村
。
当
時
、
井
戸
は

数
え
る
ほ
ど
し
か
な
く
、
川
の
水
を
常
用
し

て
い
ま
し
た
。
幸
い
に
、
私
が
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
し
た
地
域
に
は
井
戸
が
あ
り
、
そ
こ
で
毎

朝
バ
ケ
ツ
を
持
ち
水
を
く
み
上
げ
て
洗
面
す

る
こ
と
か
ら
一
日
が
始
ま
り
、
水
く
み
に
来

る
お
母
さ
ん
方
と
の
井
戸
端
会
議
か
ら
、
人

々
の
状
況
な
ど
を
理
解
し
て
い
き
ま
し
た
。

今
で
も
忘
れ
ら
れ
な
い
お
母
さ
ん
た
ち
か
ら

の
教
え
は
、
乾
季
に
井
戸
の
水
量
を
維
持

し
、
飲
み
水
を
確
保
す
る
た
め
、
「
水
浴
び

と
洗
濯
は
川
へ
行
っ
て
！
」
と
何
も
知
ら
な

い
私
に
厳
し
い
言
葉
を
か
け
て
く
れ
た
こ
と

で
す
。
水
源
の
水
量
を
知
る
人
の
知
恵
が
あ

り
、
季
節
に
よ
っ
て
井
戸
水
の
使
い
方
を
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
た
の
で
す
。

　

し
か
し
生
活
用
水
の
70
％
以
上
を
依
存
し

て
い
た
そ
の
川
が
、
近
く
に
建
設
会
社
が
で

き
た
２
０
０
５
年
か
ら
干
上
が
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
水
を
得
る
た
め
に
井
戸
を
増
や
し

た
結
果
、
こ
れ
ま
で
使
っ
て
い
た
井
戸
が
枯

れ
て
し
ま
い
使
え
な
く
な
っ
た
、
と
い
う
声

が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
聞
こ
え
始
め
ま
し
た
。

村
の
人
た
ち
が
守
っ
て
来
た
地
下
水
量
の
バ

ラ
ン
ス
が
崩
れ
始
め
た
の
で
す
。
現
在
は
以

＜JAFS の水支援の流れ＞ 
４つの   のパートナーシップにより有効な実施ができます。

共働

（ワークキャンプ）
協力要請

状況把握、啓発

プ ロ ジ

ェ ク ト

支 援

視察

地域 

コミュニティ
現地提携団体 

JAFS 

要

請
みなさん 

（寄付協力者） 

報

告

井戸設置 励み

プロジェク

ト支援費用

の預かり

協力

依頼

乾
季
に
は
井
戸
の
水
を
節
約
す
る
た
め
、
干
上
が
り
か
け
た

川
で
食
器
を
洗
う
ネ
パ
ー
ル
の
女
性
た
ち
＝
ス
ダ
ー
ル
村

前
よ
り
20
㍍
、
30
㍍
深
く
掘
る
こ
と
で
水
を

確
保
し
て
い
ま
す
。

ゴ
ー
ル
は
貧
困
か
ら
の
脱
出

　

経
済
的
に
価
値
が
な
い
と
み
な
さ
れ
る
地

域
に
は
、
水
イ
ン
フ
ラ
設
備
の
た
め
に
国
家

予
算
は
投
じ
ら
れ
ず
、
水
を
有
効
に
貯
め
る

設
備
を
持
た
な
い
辺
境
地
が
多
い
ア
ジ
ア
で

は
、
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
ま
さ
し
く
あ
ち
ら

こ
ち
ら
で
起
き
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
経
済

が
発
展
す
る
と
村
か
ら
都
市
お
よ
び
都
市
近

郊
に
人
が
集
ま
り
、
都
市
生
活
で
も
水
の
問

題
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
ス
ラ
ム
の
居
住
環

境
も
そ
の
一
例
で
す
。
こ
の
よ
う
に
現
在
、

多
種
多
様
な
「
水
」
の
状
況
が
あ
り
ま
す
。

　

近
年
、
世
界
で
国
際
社
会
が
解
決
す
べ
き

課
題
17
項
目
の
目
標
が
掲
げ
ら
れ
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
。
「
誰
も
取
り
残
さ
な
い
」
を
め
ざ
し
て

い
ま
す
が
、
そ
の
意
味
は
真
な
る
貧
困
の
撲

滅
で
す
。
17
項
目
の
う
ち
目
標
６
が
「
安
全

な
水
と
ト
イ
レ
を
世
界
中
に
」
で
す
。

　

私
た
ち
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
は
こ
れ
ま
で
も
「
取
り

残
さ
れ
た
人
た
ち
」
に
目
を
向
け
た
活
動
を

し
て
き
ま
し
た
。
「
水
」
支
援
を
通
し
て
命

の
水
で
あ
る
飲
料
水
供
給
を
実
施
す
る
こ
と

が
、
ア
ジ
ア
の
人
々
を
力
づ
け
、
そ
し
て
自

分
た
ち
の
暮
ら
し
を
持
続
可
能
に
す
る
た
め

に
自
立
し
て
行
動
し
、
貧
困
か
ら
抜
け
出
せ

る
人
々
を
輩
出
す
る
こ
と
に
つ
な
げ
て
い
く

こ
と
。
そ
れ
が
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
が
今
後
も
「
水
支

援
」
を
実
施
し
て
い
く
う
え
で
重
要
視
す
べ

き
ゴ
ー
ル
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
ス
タ
ッ
フ　

熱
田 

典
子
）

Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
設
立

40
周
年
を
前
に

　

２
０
１
９
年
10
月
に
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
は
設
立
40
周
年
を
迎
え
ま

す
。
こ
れ
を
機
に
、
今
の
ア
ジ
ア
が
抱
え
る
課
題
と
本
会
の

取
組
み
に
つ
い
て
、
4
回
シ
リ
ー
ズ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

JAFSの水支援の流れ（四角で囲った４つのパートナーシップによって有効な支援をめざす）

環境変動・枯渇と戦う「誰も取り残さない」村と都市めざし
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海
外
か
ら
の
報
告 

︙
︙　
和
文
と
英
文
で
お
伝
え
し
ま
す

     Greet to you all. First of all I really want to 
thank you for this wonderful and unforgettable 
opportunity you have given me. I count this is the 
great thing and great privileged for me because I 
Born in very poor family and grown up in Hostel 
as an Orphan. Really I don’t have words to 
express my gratitude for your given opportunity, 
love and sponsorship.   I really want to thank 
Mr. Pramod Thorat who has recommented, 
encouraged and help me for this course.
     In ASI I learned many important things about 
I was unaware. Like; what is community? It’s 
role, goals setting, understanding the community 
from a Socio-cultural perspective, Human 
relations Training, Sociology and spirituality of 
communication. Basic principles of CO and CD, 
Participatory Action Research, Project planning 
Management, Management Training, Disaster 
Risk Reduction Management and knowledge.We 
had community exposure in Island among poor 
people. It was also great experience. Because fi rst 
time I met and lived with Athis kind of people 
and I experienced  their condition.
     In ASI I had very good experience. I can 
experienced a very good and spiritual atmosphere. 
ASI’ education is focused on transformative 
praxis towards justice, peace and value for the 
integrity of creation and mission of committing 
to become humane, liberating and creative is 
compelling.  This is the kind of education most 
appropriate for the today’s world and society. 
It keeps me in constant focus in witnessing and 
experiencing the philosophy of commitment for 
total human development.
     Sir, I want to promise you that whatever I 
studied in ASI, I will put it in practice in my 
community and try to fi nd out the problems and 
difficulties and it’s solution. I will surrender 
myself for society goodness. With this I may 
say I will fulfi ll my vision and mission. In eff ect 
of caring for the people who are oppressed and 
rejected.

Report of ASI, in Philippians

Apana Dhamgaye
AFS-Wadi, Nagpur, India

　

ま
ず
最
初
に
皆
さ
ん
が
こ
の
素
晴
ら
し

い
、
忘
れ
ら
れ
な
い
機
会
を
私
に
与
え
て
く

だ
さ
っ
た
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
私

は
イ
ン
ド
の
と
て
も
貧
し
い
家
庭
で
生
ま

れ
、
孤
児
院
の
寮
で
育
ち
ま
し
た
。
そ
ん
な

私
に
と
っ
て
、
皆
さ
ん
の
愛
と
奨
学
金
に
よ

っ
て
Ａ
Ｓ
Ｉ
（
ア
ジ
ア
社
会
科
学
院
）
の
地

域
開
発
コ
ー
ス
に
参
加
で
き
た
こ
と
は
本
当

に
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
あ
り
、
感
謝
の
気
持

ち
は
言
い
表
せ
ら
れ
な
い
ほ
ど
で
す
。
私
を

励
ま
し
、
コ
ー
ス
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
助

け
て
く
れ
た
プ
ラ
モ
ッ
ド
・
ソ
ラ
ッ
ト
氏

（
Ｈ
Ｄ
Ｓ
Ｉ
代
表
）
に
も
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

し
た
。
例
え
ば
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
は
何
で

す
か
？
」
そ
れ
は
、
社
会
文
化
的
観
点
か
ら

の
社
会
の
理
解
、
人
間
関
係
、
訓
練
、
社
会

学
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
精
神
性
の
役

割
、
目
標
設
定
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
理
解
で

す
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
オ
ー
ガ
ナ
イ
ズ
と
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
（
地

域
の
組
織
化
と
開
発
）
の
基
本
原
則
、
参
加

型
行
動
研
究
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
計
画
管
理
、

管
理
訓
練
、
災
害
リ
ス
ク
軽
減
管
理
と
知
識

な
ど
で
す
。
実
際
に
貧
し
い
島
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
に
入
り
、
彼
ら
と
同
じ
生
活
を
し
ま
し

た
が
、
そ
れ
は
素
晴
ら
し
い
体
験
で
し
た
。

　

Ａ
Ｓ
Ｉ
で
は
他
に
も
、
と
て
も
良
い
精
神

的
な
雰
囲
気
を
経
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
Ａ
Ｓ
Ｉ
の
教
育
は
、
正
義
、
平
和
、
創

造
の
完
全
性
と
人
道
的
な
も
の
に
な
る
こ
と

を
約
束
す
る
価
値
、
そ
し
て
創
造
性
が
魅
力

的
で
あ
る
こ
と
に
向
け
た
変
革
的
な
実
践
に

焦
点
を
当
て
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
今
日
の

世
界
と
社
会
に
と
っ
て
最
も
適
切
な
教
育
の

ひ
と
つ
で
す
。
ま
た
そ
れ
は
、
人
類
全
体
の

発
達
の
た
め
の
同
意
を
得
る
た
め
の
哲
学
を

目
の
当
た
り
に
し
て
経
験
す
る
こ
と
に
常
に

焦
点
を
あ
て
て
い
ま
す
。

　

私
は
Ａ
Ｓ
Ｉ
で
学
ん
だ
こ
と
は
何
で
も
、

私
の
イ
ン
ド
の
地
域
社
会
で
実
践
し
、
問
題

や
困
難
に
出
会
っ
て
も
努
力
し
て
解
決
し
て

い
く
こ
と
を
約
束
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
私

は
社
会
の
た
め
に
自
分
自
身
を
役
立
て
て
い

き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
私
の
ビ

ジ
ョ
ン
と
使
命
を
果
た
す
こ
と
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。
社
会
か
ら
抑
圧
さ
れ
た
り
拒
絶
さ

れ
た
り
す
る
人
々
の
状
況
を
変
え
て
い
き
た

い
の
で
す
。

（
翻
訳
：
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
ス
タ
ッ
フ   

岡
本 

佳
子
）

　
　
　
　
　
　
　

◇

　
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
は
、
ア
ジ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
奨

学
会
を
中
心
に
、
Ａ
Ｆ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

若
者
が
地
域
開
発
学
を
学
ぶ
機
会
を
応
援
を

し
て
い
ま
す
。

フ
ィ
リ
ピ
ン 

ア
ジ
ア
社
会
科
学
院
の
奨
学
生
支
援  

　

Ａ
Ｓ
Ｉ
で

は
、
私
が
気

づ
い
て
い
な

か
っ
た
多
く

の
重
要
な
こ

と
を
学
び
ま

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

                

  
 
 
 

    ○主 催：公益社団法人アジア協会アジア友の会 
 
 開 講 日 焦 点 国 テ  ー  マ 講師 （敬称略） 

１  1 月 12 日 アジア総論 大戦後のアジア経済の潮流 西澤 信善 

２  2 月 9 日 中国 中国を視る - 都市 - 石原 潤 

３  3 月 9 日 ミャンマー アジアの潮流～ミャンマー経済の変貌- 西澤 信善 

４  4 月 13 日 インド インドの政治世界における宗教とカースト 清水 学 

５  5 月 11 日 中国 中国を視る – 農村 - 石原 潤 

６  6 月 8 日 インド インドの経済成長と都市・農村の変動 岡橋 秀典 

７  7 月 13 日 インド インドヒマラヤの山岳農村の変容と持続可能性 岡橋 秀典 

８  8 月 31 日※ バングラデシュ バングラデシュの政治の今 佐野 光彦  

９  9 月 14 日 バングラデシュ 離陸するバングラデシュ - ３０年の見聞と実践から 野間 晴雄  

10 10 月 12 日 マレーシア マレーシアの人口政策と教育 平戸 幹夫  

11 11 月 9 日 韓国 朝鮮時代の地図に描かれた日本 山田 正浩  

12 12 月 14 日   アジア総論 アジアの過去と未来・光と影-アジア市民大学開学一年の展望 實  清隆 

 

【受講資格】  アジアに興味のある方、当会活動に興味にある方はどなたでも受講できます。 

        受講希望者のご要望に応じて、１年間通じて受講、興味のある月のみの受講も可能です。   
 

【お問い合わせ・受講お申込】 

下記まで電話または E-mail、FAX のいずれかでご連絡いただければ、折り返し詳しいご案内書と 

お申込書を郵送いたしますので、ご検討のうえ、お手続きいただければ幸いです。  

              ＊公益社団法人アジア協会アジア友の会 法人賛助会 JAFS アジア市民大学事務局 担当：柿島  

〒550-0002 大阪市西区江戸堀 1-2-14 肥後橋官報ビル 5階  

TEL:06－6444-0587 FAX:06-6444-0581 E-mail:kakishima@jafs.or.jp 
 

【受講料】  入学金は無料です。受講料のみお支払いいただきます。 

       年間受講は一括手払いのほか、半期支払い（上期１～６月分、下期７～１２月分）ができます。 

 
 

●〇 ＪＡＦＳアジア市民大学の特長 〇● 

  ★ アジアを熟知した第一線の教授陣による一流の講義！ 

  ★ 生の体験・人生談満載の魅力溢れる講義内容！ 

  ★ 座学だけでなく、受講生との相互交流の時間もたっぷり！ 

 

年間 

受講 

区分 受講料 

一般 ２４,０００円 

学生（大学・大学院） １０,０００円 

ＪＡＦＳ会員 ２０,０００円 

 

月単位 

受講 

区分 受講料 

一般 ２,４００円/月 

学生（大学・大学院） １,０００円/月 

ＪＡＦＳ会員 ２,０００円/月  

 

公益社団法人アジア協会アジア友の会創設 40 周年記念 
 

２０１９年１月《第１期》新設開学  

一味違うアジアを一緒に探求しませんか！ 
      

     ○開催日程： ２０１９年 1 月 ～ １２月 
                      （原則として毎月第 2 土曜日 １４：００-１６：００） 
  

     ○会   場： 肥後橋官報ビル 8 階会議室  

              （大阪メトロ肥後橋駅より徒歩 3分） 
 

　

  

ア
パ
ナ
・
ダ
ム
ゲ
イ

　
　
　

  

Ａ
Ｆ
Ｓ
ワ
デ
ィ
（
イ
ン
ド
）



アジアネット136号　　2019年冬 182019年冬　　アジアネット136号19 井戸ができた村井戸ができた村

み
な
さ
ん
の
お
か
げ
で

井
戸
が
で
き
た
村

　

安
全
で
衛
生
的
な
水
を
確
保
で
き
な
い
ア
ジ
ア
の

地
域
に
井
戸
が
で
き
て
生
活
基
盤
が
整
い
、
自
立
へ

一
歩
踏
み
出
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ご
寄
贈
く

だ
さ
っ
た
み
な
さ
ま
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

なくそう貧困。命の水を！

■井戸１基の建設に必要な費用■（2018年4月現在）
インド＝60万円 フィリピン＝33万円 
カンボジア＝28万円 　　スリランカ＝22万円 
ネパール＝17万円（パイプライン＝25 ～ 150万円）
バングラデシュ＝浅井戸22万円、深井戸55万円
※５年間のメンテナンス費、現地管理費を含む概算です。※現地資材費高騰により費

用を1割増に変更させていただきます。ご理解ご協力をお願いいたします。

■お振込み先■　・郵便振替 00960-6-10835  アジア協会アジア友の会

・三菱UFJ銀行大阪中央支店 普通1968711 公益社団法人アジア協会アジア友の会

　井戸の寄贈にご協力ください。あなたの力がアジアの人々の
命を助けます。ご寄贈者に完成報告書、写真、パネル写真を届
け､ 現地の井戸に、ご寄贈者のネームプレートを設置します。

詳
し
く
は
ア
ジ
ア
協
会
ア
ジ
ア
友
の
会

☎
０
６
︱
６
４
４
４
︱
０
５
８
７　
へ

ご寄付には
税の優遇措置が

受けられます

　
ス
リ
ラ
ン
カ

【寄贈者】NITTOグループ 様 パイプライン復活で生活一変

南部州ハンバントタ県カツワナ地区ワッカンダ村
受益者：75名（25世帯）と小学生450名／井戸形式：水道パイプライン

　紅茶栽培や日雇い労働で暮らしてい
ます。経済的に苦しいので開発が著し
い湾岸部へ出稼ぎに出て、村の働き手
が少なくなっています。昔、山のわき
水から３kmの水道パイプラインがあ
りましたが、、壊れて使えなくなりま
した。SARVODAYA（JAFSの現地提
携団体）が村人と相談して修理拡張
し、多くの人が恩恵を受けられるよう
になりました。今まで遠くまで水くみ
に行っていましたが、近くで衛生的な
水を汲めるようになり、生活が一変し
ました。心より感謝申し上げます。　

地震後の暮らしを建て直すきっかけ 【寄贈者】釜下良次郎 様

　マジ地区といわれ3世帯のみが離れ
て住んでいます。”マジ” とは川の漁師
の意味で、近くの他の民族と離れて谷
で生活をしています。住んでいた家は
地震で倒壊し、最近ようやく2部屋だ
けの家の再建に着工しました。これま
で谷を上り下りし毎日片道30分かけ
て水をくまなければなりませんでした
が、ようやく家のそばで水をくめるよ
うになり安堵感一杯で喜んでいます。
家の再建と井戸を得て、暮らしの全て
を建てなおせるきっかけになりまし
た。心より感謝申し上げます。

　
カ
ン
ボ
ジ
ア

病気の心配から解放された 【寄贈者】JAFS西宮ぞうすいの会 様

　主産業は農業ですが鶏豚の飼育、パ
ーム砂糖づくりなどの副業に励んでい
ます。寄贈井戸ができるまでは動物も
入り込む、ため池の水を生活用に使っ
ていました。トイレも15％の家にしか
なく、衛生に無関心でした。かぜ、発
熱、下痢になると地域の病院にかかっ
ています。収入の低い住民にとって病
気は経済的には家計を圧迫し、心配の
種です。寄贈井戸によって精神的、経
済的に解放され、健康な生活を送るれ
るようになりました。心より感謝して
います。

タケオ州トレアン郡ロネアム地区トメイ村
受益者：57名（11世帯）／井戸形式：露天式（深さ21ｍ）

【寄贈者】日本キリスト教団松山教会 様  衛生観念が向上しました

タケオ州トレアン郡ロネアム地区トメイ村
受益者：41名（8世帯）／井戸形式： 露天式（深さ20ｍ）

　主な産業は農業ですが、副業として
鶏・豚の飼育とパーム砂糖づくりをし
ています。学齢期の子どもは全員学校
へ行っています。これまでは、ため池
の水を煮沸して飲み水、生活用水に使
用していました。家庭へのトイレの普
及率は15％で、衛生意識は高くはあり
ません。低収入の家庭にとって、病気
は精神的にも経済的にも大きな打撃と
なります。寄贈井戸によって衛生観念
が向上し、健全な生活を送ることがで
きます。　

毎日笑顔で水をくめます 【寄贈者】林 康子 様

マ
ハ
ラ
シ
ュ
ト
ラ
州
ア
ム
ラ
ワ
テ
ィ
県
サ
ヴ
ァ
リ
村

受
益
者：1
９
７
名（
43
世
帯
）

井
戸
形
式：ポ
ン
プ
式（
深
さ
１
４
０
ｍ
）

　村の大半が仏教を信仰する少数民族
です。女性は差別され、意見や希望を
言えなかったのですが、HDSI（JAFS
の現地提携団体）の永年の活動によっ
て意見が通るようになり、寄贈井戸が
実現しました。農業や畜産で生計を立
てていますが、現金収入が少なく、季
節労働者として都市部に出稼ぎに出ま
す。以前は２kmも離れた井戸へ水く
みに行き、水場は混雑して口論になっ
たりしていました。井戸によって争い
がなくなり、毎日笑顔で水をくめるよ
うになりました。　

　
イ
ン
ド

　
ネ
パ
ー
ル

シ
ン
ド
ゥ
パ
ル
チ
ョ
ー
ク
郡
イ
ン
ド
ラ
ワ
テ
ィ
村

受
益
者：15
名（
３
世
帯
）

井
戸
形
式：水
道
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
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フ
ィ
リ
ピ
ン

井戸ができた村

　
フ
ィ
リ
ピ
ン

カ
ビ
ア
オ
町
ナ
チ
ビ
ダ
ー
ド
北
部
村

受
益
者
：
60
名
（
10
世
帯
）

井
戸
形
式
：
ポ
ン
プ
式
（
深
さ
36
ｍ
）

カバナトゥアン市パンガティアン村
受益者：70名（15世帯）／井戸形式：ポンプ式（深さ25ｍ）

カ
ビ
ア
オ
町
シ
カ
ッ
ト
村

受
益
者
：
80
名

井
戸
形
式
：
ポ
ン
プ
式
（
深
さ
36
ｍ
）

【寄贈者】京セラ労働組合 様

　

多
島
国
フ
ィ
リ
ピ
ン
。
海
の
近
く
で
は
塩
分

の
混
入
を
防
ぐ
た
め
に
30
ｍ
以
上
の
深
井
戸
を

掘
る
必
要
が
あ
り
、
資
金
と
時
間
が
か
か
り

ま
す
。
京
セ
ラ
労
働
組
合
様
は
こ
れ
ま
で
、

１
０
０
基
を
超
す
井
戸
を
ご
寄
贈
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
ヌ
エ
バ
エ
シ
ハ
州
の
11
カ
所
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
感
謝
の
言
葉
を
紹
介
し
ま
す
。

　

「
マ
ニ
ラ
や
海
外
ま
で
出
稼
ぎ
に
行
く
生
活

が
一
変
し
ま
す
」
ハ
エ
ン
町
イ
ン
ブ
ニ
ア
村

　

「
古
い
井
戸
は
汚
水
が
流
入
し
、
い
つ
も
混

ん
で
い
ま
す
。
清
潔
な
水
を
時
間
を
か
け
ず
に

く
め
ま
す
」
ガ
バ
ル
ド
ン
町
バ
ン
ト
ゥ
グ
村

　

「
多
く
の
世
帯
が
同
じ
家
に
住
む
生
活
。
子

ど
も
や
女
性
が
重
労
働
の
水
く
み
か
ら
解
放
さ

れ
ま
す
」
サ
ン
タ
ロ
ー
ザ
町
ソ
レ
ダ
ッ
ト
村

仕
事
が
で
き
て
生
活
一
変

病
気
の
不
安
か
ら
も
解
放

　

「
古
い
井
戸
は
汚
水
が
流
入
し
、
病
気
の
原

因
で
し
た
。
感
謝
し
ま
す
」
同
町
ブ
ル
ゴ
ス
村

　

「
や
っ
と
水
く
み
か
ら
解
放
さ
れ
、
生
産
的

な
仕
事
に
励
め
ま
す
」
同
町
サ
プ
サ
プ
村

　

「
近
く
の
井
戸
で
水
く
み
で
き
、
子
ど
も
が

学
校
に
遅
れ
ず
行
け
ま
す
。
感
謝
し
ま
す
」
カ

バ
ナ
ト
ゥ
ア
ン
市
パ
ン
ガ
テ
ィ
ア
ン
村

　

「
遠
い
井
戸
へ
水
く
み
に
行
き
、
畑
仕
事
に

差
し
支
え
て
い
ま
し
た
。
生
活
が
大
き
く
変
わ

り
ま
す
」
カ
ビ
ア
オ
町
ナ
チ
ビ
ダ
ー
ド
北
部
村

　

「
住
民
の
大
半
が
農
民
で
す
。
安
全
な
水
を

得
る
こ
と
が
で
き
、
生
活
が
大
き
く
変
わ
り
ま

す
」
同
町
サ
ン
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
北
部
村

　

「
大
半
は
稲
作
兼
業
農
家
。
小
売
店
経
営
や

出
稼
ぎ
に
行
き
ま
す
。
安
全
な
水
を
飲
め
る
よ

う
に
な
り
助
か
り
ま
す
」
同
町
シ
ニ
ピ
ッ
ト
村

　

「
乾
季
に
枯
れ
る
古
い
井
戸
と
違
い
、
安
全

な
水
を
一
年
中
得
ら
れ
ま
す
」
同
町
シ
カ
ッ
ト
村

　

カ
バ
ナ
ト
ゥ
ア
ン
市
パ
ン
ガ
テ
ィ
ア
ン
村

受
益
者
：
70
名
（
15
世
帯
）
／
井
戸
形
式
：
ポ
ン
プ
式
（
深
さ
25
ｍ
）

サンタローザ町ソレダット村
受益者：70名（15世帯）
井戸形式：ポンプ式（深さ30ｍ）

ハエン町インブニア村
受益者：60名（10世帯）
井戸形式：ポンプ式（深さ36ｍ）

サンタローザ町ブルゴス村
受益者：115名（20世帯）
井戸形式：ポンプ式（深さ30ｍ）

サンタローザ町サプサプ村
受益者：90名（20世帯）
井戸形式：ポンプ式（深さ30ｍ）

ガ
バ
ル
ド
ン
町
バ
ン
ト
ゥ
グ
村

受
益
者
：
1
2
0
名
（
20
世
帯
）

井
戸
形
式
：
ポ
ン
プ
式
（
深
さ
30
ｍ
）

カ
ビ
ア
オ
町
サ
ン
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
北
部
村

受
益
者
：
50
名
（
10
世
帯
）

井
戸
形
式
：
ポ
ン
プ
式
（
深
さ
36
ｍ
）

カ
ビ
ア
オ
町
シ
ニ
ピ
ッ
ト
村

受
益
者
：
60
名
（
15
世
帯
）

井
戸
形
式
：
ポ
ン
プ
式
（
深
さ
36
ｍ
）
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河内長野に友の輪広め１周年

「
を
」と
「
が
」の
１
字
で
大
違
い

新
会
員
獲
得
の
秘
訣
を
教
わ
る

　

２
０
１
８
年
度
地
区
世
話
人
・
活
動
協
力

ス
タ
ッ
フ
研
修
会
「
明
日
の
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
の
仲

間
を
一
緒
に
つ
く
り
ま
せ
ん
か
」
を
9
月
29

日
に
開
い
た
。
会
場
は
、
台
風
21
号
の
爪
痕

が
残
る
堺
市
・
浜
寺
公
園
内
に
あ
る
大
阪
国

際
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
。
再
び
大
型
台
風
が
接

近
す
る
さ
な
か
で
の
開
催
と
な
っ
た
。

　

元
棋
士
と
い
う
異
色
の
経
歴
を
持
つ
経
営

国
内
外
の
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を

Ｈ
Ｐ
に
載
せ
て
い
ま
す
︒
記
事

に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は

Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
へ
＝
裏
表
紙
に
ア
ド

レ
ス
、
連
絡
先

者
で
、
Ｐ
Ｈ
Ｐ
友

の
会
の
要
職
に
あ

る
高
木
孝
一
さ
ん

＝
写
真
前
列
右
＝

が
講
師
。
同
会
は

月
刊
誌
『
Ｐ
Ｈ

Ｐ
』
の
読
者
が
中

心
と
な
り
、
勉
強

会
、
交
流
会
、
社

会
貢
献
活
動
を
す

る
団
体
で
、
新
規

会
員
の
獲
得
で
悩

み
を
持
つ
と
こ
ろ

な
ど
が
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ

と
似
て
い
る
。
高

木
さ
ん
は
、
同
会

の
新
規
会
員
数
を

１
年
で
３
倍
に
増

や
し
た
実
績
を
持

つ
。
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
伝
授
い
た
だ
く
こ
と

が
目
的
だ
っ
た
。

　

「
会
員
を
集
め
る
の
で
な
く
、
会
員
が
集

ま
る
組
織
・
団
体
。
こ
の
『
を
』
と
『
が
』

の
違
い
は
大
き
く
、
前
者
は
人
を
操
作
し
、

後
者
は
人
を
触
発
し
て
会
員
と
な
る
意
味
で

す
。
操
作
さ
れ
た
会
員
は
、
常
に
操
作
が
必

要
で
あ
り
、
一
方
、
触
発
さ
れ
た
会
員
は
、

自
ら
進
ん
で
活
動
を
進
め
る
の
で
す
」

　

要
点
が
整
理
さ
れ
た
高
木
さ
ん
の
レ
ジ
メ

と
体
験
談
は
分
か
り
や
す
く
、
講
演
者
の
人

選
や
告
知
の
方
法
な
ど
、
新
規
会
員
獲
得
の

具
体
的
な
施
策
は
、
役
立
つ
話
が
多
か
っ

た
。
そ
し
て
、
会
員
組
織
の
維
持
・
発
展
に

関
す
る
、
本
質
的
で
重
要
な
事
が
語
ら
れ
て

い
た
。

　

新
規
会
員
獲
得
だ
け
で
な
く
、
会
員
組
織

と
し
て
正
し
い
課
題
に
、
改
め
て
気
付
か
せ

て
く
れ
た
。（

Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
会
員　

新
井 

和
彦
）　

　

河
内
長
野
ア
ジ
ア
友
の
会
は
、
２
０
１
８

年
１
月
20
日
に
発
足
し
ま
し
た
。
本
部
や
会

員
、
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ま
に
支
え
ら
れ
、
白

井
春
夫
会
長
の
元
、
月
例
会
を
第
４
月
曜
日

に
開
き
、
11
月
で
11
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

毎
月
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
を
迎
え
、
卓
話
の

後
、
質
問
形
式
で
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

最
初
は
本
部
か
ら
ア
ジ
ア
の
留
学
生
や
、

在
留
ア
ジ
ア
の
方
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
れ
を
参
考
に
、
ま
ず
は
白
井
会
長
の

保
護
司
の
話
、
そ
し
て
私
の
イ
ン
ド
舞
踊
の

魅
力
、
そ
れ
以
降
は
河
内
長
野
在
住
の
著
名

人
の
方
々
に
卓
話
を
し
て
も
ら
い
、
同
時
に

ア
ジ
ア
友
の
会
の
活
動
や
趣
旨
を
、
参
加
者

に
伝
え
て
き
ま
し
た
。

　

微
力
な
た
め
、
な
か
な
か
ア
ジ
ア
友
の
会

に
入
会
し
て
頂
け
な
い
で
す
が
、
河
内
長
野

に
私
た
ち
の
活
動
を
根
付
か
せ
、
ア
ジ
ア
友

の
会
を
一
人
で
も
多
く
の
方
に
知
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
邁ま
い

進し
ん

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
河
内
長
野
ア
ジ
ア
友
の
会
事
務
局
長

新
谷 

百
代
）　

ＪＡＦＳ プラザ

　

第
３
回
ア
ジ
ア
ン 

チ
ャ
リ
テ
ィ
・
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
が
11
月
24
日
、
大
阪
市
西
区
の

立
正
佼
成
会
大
阪
普
門
館
４
階
ホ
ー
ル
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
「
ア
ジ
ア
の
人
た
ち
と
一

緒
に
、
ア
ジ
ア
の
食
と
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン

ト
を
楽
し
む
！
」
を
テ
ー
マ
に
、
立
正
佼
成

会
様
の
ご
協
力
の
も

と
、
ア
ジ
ア
各
国
の
舞

踊
や
、
音
楽
な
ど
約
30

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
披
露
さ

れ
ま
し
た
。

　

雅
や
か
な
雅
楽
演
奏

に
よ
る
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

の
後
、
様
々
な
楽
器
に

よ
る
演
奏
が
、
時
に
は

軽
や
か
に
、
ま
た
激
し

く
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

と
り
わ
け
、
ア
ジ
ア

各
国
か
ら
の
留
学
生
た

ち
に
よ
る
盛
り
上
が
り

は
前
回
同
様
で
、
各
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
積
極
的
に

参
加
し
て
く
れ
＝
写

真
、
大
い
に
楽
し
ん
で

も
ら
え
た
様
子
で
し

た
。

　

今
回
は
、
民
族
衣
装

シ
ョ
ー
が
初
め
て
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
加
わ
り
ま
し

た
。
来
場
者
と
ア
ジ
ア

各
国
か
ら
の
留
学
生
た

ち
が
華
や
か
な
民
族
衣

装
を
身
に
ま
と
っ
て
ス

　

大
阪
府
大
東
市
の
Ｊ
Ｒ
住
道
駅
前
で
10
月

20
日
、
恒
例
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
ル
を

雨
ニ
モ
負
ケ
ズ
…
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
ル

テ
ー
ジ
に
登
場
し
、
所
せ
ま
し
と
披
露
し
て

く
れ
ま
し
た
。
会
場
か
ら
も
大
き
な
拍
手
と

歓
声
が
わ
き
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

フ
ー
ド
・
グ
ッ
ズ
ブ
ー
ス
に
は
、
約
30
店

が
出
店
し
、
魅
力
あ
る
ア
ジ
ア
雑
貨
品
や
日

用
品
、
食
材
な
ど
を
並
べ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ア
ジ
ア
各
国
の
フ
ー
ド
販
売
店
は
「
似

て
い
る
よ
う
で
ど
こ
か
違
う
」
お
国
自
慢
の

味
付
け
。
お
酒
も
お
話
も
ど
ん
ど
ん
進
む
方

々
が
続
出
で
、
飲
ん
で
食
べ
て
交
流
を
深

め
、
そ
し
て
笑
顔
が
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
波
の
中
で
、
多
く
の
ア

ジ
ア
諸
国
を
含
む
外
国
の
人
々
が
、
私
た
ち

の
身
近
に
住
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
チ
ャ
リ
テ

アジアと一緒に…民族衣装で勢ぞろい

ィ
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
参
加
し
て
出
会
っ

た
皆
さ
ん
の
ご
縁
を
、
も
っ
と
世
界
へ
広
げ

て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
そ
し
て
、
多
文
化
共

生
を
ま
す
ま
す
育
ん
で
ゆ
け
る
よ
う
に
、
社

会
や
世
界
の
問
題
を
と
も
に
考
え
、
と
も
に

歩
ん
で
行
き
た
い
と
望
ん
で
い
ま
す
。

（
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
長

　

マ
ホ
ム
ッ
ド
・
ジ
ャ
ケ
ル
、
出
口
貴
之
）

開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
早
朝
か
ら
、
あ
い

に
く
の
雨
。
少
し
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、

や
る
気
満
々
で
臨
み
ま
し
た
。
出
店
す
る

「
お
で
ん
」
「
焼
き
そ
ば
」
「
チ
ヂ
ミ
」

「
肉
う
ど
ん
」
「
ケ
ー
キ
と
コ
ー
ヒ
ー
」

…
。
そ
し
て
販
売
す
る
た
め
に
皆
さ
ん
が
ご

厚
意
で
寄
せ
て
く
れ
た
品
々
。
こ
の
日
の
た

め
に
一
生
懸
命
に
準
備
し
た
の
で
す
か
ら
。

　

風
が
強
か
っ
た
も
の
の
、
間
も
な
く
雨
が

上
が
り
、
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
雰
囲
気
の
中
で

イ
ベ
ン
ト
が
始
ま
り
ま
し
た
。
今
年
は
昨
年

に
も
増
し
て
、
た
く
さ
ん
の
グ
ル
ー
プ
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
も
見
ら
れ
ま
し
た
＝
写
真
。

　

私
も
、
歌
声
の
一
員
と
し
て
出
演
さ
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
。
見
学
の
お
客
さ
ま
が
一
緒

に
口
ず
さ
み
、
と
も
に
楽
し
い
時
間
を
過
ご

さ
せ
て
い
た
だ
き
き
ま
し
た
。
一
日
を
振
り

返
り
、
温
か
い
お
客
さ
ま
に
感
謝
す
る
と
と

も
に
、
強
風
の
中
で
無
事
に
終
え
ら
れ
た
こ

と
を
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。

（
ア
イ
ビ
ー
歌
声
サ
ロ
ン　

有
山
加
代
子
）
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大
阪
府
大
阪
狭
山
市
に
、
築
造
さ
れ
て

か
ら
１
４
０
０
年
の
歴
史
が
あ
り
、
日
本

最
古
の
人
工
池
と
し
て
知
ら
れ
る
「
狭
山

池
」
が
あ
り
ま
す
。
狭
山
池
と
、
こ
の
存

在
を
広
く
伝
え
、
こ
れ
か
ら
の
世
代
に
残

し
て
い
く
た
め
に
つ
く
ら
れ
た
『
狭
山
池

博
物
館
』
を
９
月
９
日
、
地
区
会
員
４
人

と
見
学
し
ま
し
た
＝
写
真
。

　

当
日
は
地
域
の
勇
壮
な
「
ダ
ン
ジ
リ
」

と
出
会
い
、
参
加
者
と
楽
し
み
な
が
ら
狭

守
ら
れ
１
４
０
０
年

狭
山
池
の
歴
史
学
ぶ

山
池
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。

　

同
博
物
館
の
建
物
は
、
世
界
的
な
建
築

家
・
安
藤
忠
雄
さ
ん
の
設
計
で
す
。
ア
プ

ロ
ー
チ
に
あ
る
大
き
な
滝
に
、
ま
ず
感
動

し
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ガ
イ
ド
の

方
が
館
内
を
案
内
し
て
く
れ
、
狭
山
池
の

歴
史
な
ど
を
説
明
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

池
は
古
墳
時
代
に
築
造
さ
れ
て
以
来
、

先
人
た
ち
の
様
々
な
土
木
技
術
を
駆
使
し

て
何
度
も
改
修
さ
れ
た
／
奈
良
時
代
の
行

基
、
鎌
倉
時
代
の
重
源
に
よ
る
改
修
、
さ

ら
に
江
戸
時
代
の
改
修
な
ど
、
多
く
の
人

々
の
手
に
よ
っ
て
守
ら
れ
て
き
た
／
特
に

平
成
の
大
改
修
は
14
年
を
か
け
、
農
業
用

水
と
と
も
に
洪
水
を
防
ぐ
治
水
ダ
ム
と
す

る
工
事
が
行
わ
れ
た
／
最
後
に
狭
山
池
の

歴
史
を
つ
な
い
だ
の
は
、
大
阪
狭
山
市
で

育
っ
た
考
古
学
者
の
末
永
雅
雄
博
士
の
存

在
で
あ
る
…
…
。

　

い
つ
の
時
代
に
も
歴
史
に
名
を
残
す
人

物
が
現
れ
、
人
々
の
生
命
・
生
活
を
守
る

た
め
に
努
力
し
た
の
で
す
ね
。
人
間
の
底

力
を
改
め
て
見
た
思
い
が
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
皆
で
楽
し
み
な
が
ら
、
ア

ジ
ア
協
会
ア
ジ
ア
友
の
会
を
通
し
、
ア
ジ

ア
の
国
々
の
支
援
活
動
を
長
く
続
け
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

（
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
富
田
林
地
区
会
代
表

　

沖
田 
哲
男
）

　

な
に
わ
西
地
区
で
は
、
主
に
大
阪
の
歴

史
、
文
化
を
訪
ね
る
ウ
ォ
ー
ク
を
催
し
て

い
ま
す
。
沖
本
然
生
先
生
＝
写
真
中
央
の

説
明
し
て
い
る
人
＝
の
浪
速
へ
の
深
い
愛

情
を
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
に
し
た
楽
し
い
案

内
、
解
説
に
熱
心
な
フ
ァ
ン
が
多
く
、
楽

し
ん
で
い
た
だ
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ウ

ォ
ー
ク
の
成
功
は
、
地
区
ス
タ
ッ
フ
の
尽

力
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
お
か
げ
で
す
。

　

目
的
は
ア
ジ
ア
地
域
の
恵
ま
れ
な
い
人

々
へ
の
支
援
資
金
を
集
め
る
た
め
で
す

が
、
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
す
る
と
き
は
い
つ

も
、
参
加
さ
れ
る
方
々
の
立
場
に
立
っ
て

楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
、
ま
た
次
も
来
よ

な
に
わ
の
埋
も
れ
た

歴
史
文
化
を
訪
ね
る

み
ん
な
で
歩
き
ま
し
た

　
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
高
槻
で
は
秋
も
深
ま
っ
て
き
た

11
月
11
日
、
大
阪
府
高
槻
市
の
摂
津
峡
に
あ

る
芸
術
サ
ロ
ン
「
摂せ

っ
つ
き
ょ
う
ザ
ー
ル

津
響Saal

」
で
、
ク
ラ

リ
ネ
ッ
ト
＆
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
と
ピ
ア
ノ
の

デ
ュ
オ
か
ら
な
る
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
コ

ン
サ
ー
ト
を
開
き
ま
し
た
＝
次
ペ
ー
ジ
の
写

真
。

　
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
高
槻
で
は
こ
れ
ま
で
に
、
隠
れ

キ
リ
シ
タ
ン
歴
史
ウ
オ
ー
ク
や
蛍
ほ
た
る

観
賞
会
、

ネ
パ
ー
ル
料
理
店
で
の
ア
ジ
ア
ン
・
ホ
ー
ム

パ
ー
テ
ィ
な
ど
を
催
し
、
地
元
高
槻
の
魅
力

を
輝
か
す
地
域
活
動
を
進
め
て
き
ま
し
た

が
、
「
摂
津
響Saal

」
さ
ん
と
共
催
で
開
い

た
今
回
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
は
、
38
名
の
音
楽

フ
ァ
ン
が
集
い
ま
し
た
。

　

出
演
者
は
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
の
森
健
太
郎
さ

ん
と
ピ
ア
ノ
の
山
口
美
樹
子
さ
ん
。
お
二
人

は
い
ず
れ
も
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
の
音
楽

院
な
ど
を
卒
業
さ
れ
た
実
力
派
で
す
。

　

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
、
モ
ン
テ
ィ
、
ド
ビ
ュ

ッ
シ
…
…
と
き
て
、
ス
メ
タ
ナ
の
モ
ル
ダ
ウ

の
素
晴
ら
し
か
っ
た
こ
と
。
森
の
小
さ
な
コ

森のサロンで

デュオ・

コンサート

ＪＡＦＳ プラザＪＡＦＳ プラザ

　

秋
晴
れ
の
10
月
13
日
、
住
之
江
の
ま
ち

案
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
も
あ
る
私
が
Ｊ
Ａ

Ｆ
Ｓ
な
に
わ
南
地
区
の
会
員
ら
13
人
を
ガ

　

幕
末
の
動
乱
や
東
京
奠て
ん

都と

で
さ
び
れ
た

京
都
を
元
気
に
し
よ
う
と
し
た
明
治
の
国

家
的
大
事
業
が
、
琵
琶
湖
の
水
を
京
都
へ

流
す
「
琵
琶
湖
疏
水
」
事
業
で
し
た
。
大

う
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
も
の
を
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

大
阪
は
古
代
か
ら
歴
史
と
文
化
に
恵
ま

れ
た
町
で
す
。
埋
も
れ
た
歴
史
、
文
化
を

再
発
見
し
に
、
ウ
ォ
ー
ク
へ
参
加
さ
れ
ま

せ
ん
か
。

　

（
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
な
に
わ
西
副
地
区
長

風
早 

正
夫
）

学
卒
業
し
た
て
の
田
辺
朔さ
く

郎ろ
う

技
師
が
や
り

遂
げ
ま
し
た
。
こ
の
疏
水
の
水
が
京
都
の

水
道
水
、
農
業
用
水
、
工
業
用
水
、
水
力

発
電
、
下
水
、
水
運
な
ど
に
幅
広
く
活
用

さ
れ
た
の
で
し
た
。

　

9
月
13
日
、
こ
の
琵
琶
湖
疎
水
沿
い
を

自
然
塾
で
歩
き
ま
し
た
。
大
津
港
か
ら
ス

タ
ー
ト
。
琵
琶
湖
か
ら
の
取
水
口
を
見
な

が
ら
歩
き
ま
し
た
。

　

疏
水
が
ト
ン
ネ
ル
に
入
る
と
、
歩
行
者

は
峠
の
小
関
越
え
で
す
。
下
り
路
は
台
風

21
号
で
樹
々
の
多
く
が
道
を
ふ
さ
ぐ
よ
う

に
倒
れ
、
乗
り
越
え
、
潜
り
抜
け
が
大
変

で
し
た
。

　

京
都
側
へ
降
り
る
と
、
高
度
差
対
策
の

イ
ン
ク
ラ
イ
ン
横
を
歩
い
た
り
、
快
適
な

疏
水
沿
い
の
道
が
続
き
、
南
禅
寺
の
立
派

な
レ
ン
ガ
造
り
の
水
路
閣
ま
で
歩
き
ま
し

た
＝
写
真
。
こ
の
あ
と
疏
水
は
鴨
川
か
ら

伏
見
、
宇
治
川
へ
と
つ
な
が
り
ま
す
。

　

（
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
自
然
塾
塾
長東

久
保 

勝
彦
）　

イ
ド
し
て
、
大
阪
市
住
之
江
区
に
あ
る
加

賀
屋
緑
地
（
旧
加
賀
屋
新
田
会
所
跡
）
を

訪
問
し
た
。
緑
地
内
の
書
院
、
数
寄
屋
風

の
茶
室
の
鳳
鳴
亭
、
小
堀
遠
州
風
の
築
山

臨
泉
回
遊
式
の
庭
園
、
土
蔵
を
見
学
し
、

素
晴
ら
し
い
庭
園
、
粋
を
凝
ら
し
た
建
物

を
満
喫
し
た
。

　

近
く
に
残
る
防
空
壕
の
中
も
見
た
い
と

い
う
希
望
が
出
さ
れ
、
興
味
津
々
、
見
学

し
た
。
さ
ら
に
住
吉
公
園
に
移
動
し
、
鎌

倉
時
代
末
の
創
建
で
日
本
初
の
灯
台
と
の

言
い
伝
え
が
あ
る
高
灯
籠
を
見
学
し
た
＝

写
真
。
住
之
江
の
ま
ち
案
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
渡
辺
氏
に
説
明
を
受
け
、
灯
籠
内
の

螺
旋
階
段
を
頂
上
の
物
見
窓
ま
で
上
っ
て

付
近
の
景
観
を
眺
望
し
た
。

　

そ
の
後
、
汐し
お

掛か
け

道み
ち

を
、
住
友
灯
篭
・
松

尾
芭
蕉
の
碑
な
ど
の
説
明
を
し
な
が
ら
、

南
海
電
車
住
吉
大
社
駅
ま
で
歩
い
た
。　

（
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
な
に
わ
南
地
区  

實 

清
隆
）

近
代
京
都
の
大
事
業

琵
琶
湖
疏
水
を
見
る

ン
サ
ー
ト
サ
ロ
ン
は
、
私
た
ち
が
歌
う
ポ
ー

ラ
ン
ド
や
フ
ラ
ン
ス
の
民
謡
で
、
さ
ぞ
楽
し

気
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。

（
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
高
槻
地
区
会  

齋
藤 

か
お
る
）　

加
賀
屋
緑
地
を
見
て

高
灯
籠
に
上
る　

 

富田林地区会

これで井戸１基贈れるかな？
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　企業や労働組合、各種団体は、それぞれの理念に基づいて活動していますが、
いろいろな形で社会の役に立ちたいという気持ちは私たちと同じです。アジア協
会アジア友の会の理念にご賛同、ご協力くださっている法人会員を紹介します。

　

● 

エ
ス
テ
ィ
ー
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
株
式
会
社

薬品・健康食品…幅広く扱うフレッシュ商社

も
取
り
扱
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
他
、
中
国
よ
り
、
ビ
タ
ミ

ン
Ｃ
、
ク
エ
ン
酸
、
ほ
か
炭
酸
リ

チ
ウ
ム
等
レ
ア
メ
タ
ル
の
輸
入
販

売
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

最
近
、
ベ
ト
ナ
ム
の
ホ
ー
チ
ミ

ン
、
モ
ン
ゴ
ル
の
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト

ル
に
向
け
て
、
フ
コ
イ
ダ
ン
（
も

ず
く
）
、
ナ
ッ
ト
ー
キ
ナ
ー
ゼ

（
納
豆
）
な
ど
の
健
康
食
品
、
し

ょ
う
油
、
み
そ
、
み
り
ん
な
ど
の

　

代
表
取
締
役
の
私
＝
垂
井
信

哉
＝
写
真
＝
は
、
化
学
品
専
門

商
社
に
30
年
間
勤
め
、
平
成
18

（
２
０
０
６
）
年
に
起
業
い
た
し

ま
し
た
。
苛
性
ソ
ー
ダ
、
次
亜
塩

素
酸
ソ
ー
ダ
、
塩
化
カ
ル
シ
ウ
ム

な
ど
、
無
機
化
学
工
業
薬
品
を
主

に
取
り
扱
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ほ
か
に
過
酸
化
水
素
、
活
性

炭
、
硫
酸
ば
ん
ど
、
Ｐ
Ａ
Ｃ
、
高

分
子
凝
集
剤
な
ど
の
水
処
理
薬
品

調
味
科
の
輸
出
も

行
っ
て
お
り
ま

す
。

　

ま
だ
、
経
歴
の

浅
い
会
社
で
す

が
、
10
年
後
を
目

指
し
て
が
ん
ば
っ

て
参
り
ま
す
。

大阪市中央区南船場2-4-23
☎  06-6282-7178
代表取締役：垂井信哉

新・The
社会貢献

新・The 社会貢献

１９５４年創業の旅行業界のパイオニア

研修企画 ： 公益社団法人 アジア協会アジア友の会 旅行企画・実施 ：

日 程 発着都市 現地時間 内容・宿泊地

１ ３月２４日（日）
関 西 空 港 発

プ ノ ン ペ ン 着

１０：３０

１７：００

空路、カンボジアの首都プノンペンへ

着後、ホテルへ ＜プノンペン泊＞

２ ３月２５日（月） タ ケ オ 州 終 日 社会貢献活動 井戸を寄贈 文化交流事業 村人との交流会 ＜タケオ泊＞

３ ３月２６日（火） タ ケ オ 州 終 日 現地学校訪問 日本のマンガ本を寄付 平和学習 ＜シェムリアップ泊＞

４ ３月２７日（水） シェムリアップ 終 日 世界文化遺産観光 ◎アンコールワット観光 ＜シェムリアップ泊＞

５ ３月２８日（木）
シェムリアップ

シェムリアップ発

終 日

２１：３５
かものはしプロジェクト学習 ボランティア活動体験

空路、帰国の途へ ＜機内泊＞

６ ３月２９日（金） 関 西 空 港 着 ０７：２０ 入国・通関後、解散

カンボジア社会貢献活動“井戸寄贈”・ボランティア活動体験
世界遺産アンコールワット観光 ６日間

旅行期間 ２０１９年３月２４日（日）～３月２９日（金）

て
営
業
を
開
始
い
た
し
ま
し
た
。

　

日
本
通
運
株
式
会
社
か
ら
旅
行

事
業
が
独
立
し
た
こ
と
で
、
さ
ら

な
る
専
門
性
と
機
動
性
を
高
め
、

日
本
通
運
グ
ル
ー
プ
内
で
の
グ
ロ

ー
バ
ル
展
開
と
歩
調
を
合
わ
せ
な

が
ら
、
よ
り
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に

添
っ
た
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
実
現
に

努
め
、
人
々
の
交
流
を
通
じ
て
グ

　

当
社
は
、
日
本
通
運
株
式
会
社

の
旅
行
事
業
と
し
て
１
９
５
４
年

（
昭
和
29
年
）
か
ら
旅
行
業
を
展

開
し
、
以
来
60
余
年
の
歴
史
を
引

き
継
い
で
お
り
ま
す
。

　

そ
し
て
２
０
１
２
年
10
月
1
日

に
日
本
通
運
株
式
会
社
か
ら
旅
行

事
業
部
が
独
立
し
、
旅
行
専
業
会

社
「
日
通
旅
行
株
式
会
社
」
と
し

ロ
ー
バ
ル
社
会
へ
貢
献
し

て
ま
い
り
ま
す
。 

　

そ
の
一
環
と
し
て
、

「
カ
ン
ボ
ジ
ア
社
会
貢
献

活
動
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
体
験
」
の
募
集
を
行
な

っ
て
お
り
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
引
き
続
き
変
わ

ら
ぬ
ご
支
援
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま

す
。大阪市中央区北浜1-1-6

日通北浜ビル3階
（大阪支店）
☎  06-6231-0303
HP  http://www.nittsu-ryoko.co.jp/
担当：松村・河村

● 

日
通
旅
行
株
式
会
社

ＪＡＦＳ プラザ

　

第
５
弾
「
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
社
員
ク
ラ
ブ
」
が
、

10
月
29
日
、
大
阪
市
天
王
寺
区
の
ホ
テ
ル
ア

ウ
ィ
ー
ナ
大
阪
・
レ
ス
ト
ラ
ン
カ
ス
テ
ロ
で

40
名
が
参
加
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。
今
回
の

卓
話
者
は
、
奈
良
県
知
事
特
命
参
与
・
前
奈

良
県
ま
ち
づ
く
り
推
進
局
長
で
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
社

員
会
員
で
も
あ
る
金
剛
一
智
さ
ん
。
「
行ぎ
ょ
う
き基

さ
ん
に
学
ぶ
～
天
平
の
カ
リ
ス
マ
僧 
土
木

事
業
に
よ
る
民
衆
済
度
」
を
テ
ー
マ
に
話
し

天
平
の
カ
リ
ス
マ
僧
・
行
基
さ
ん
に
学
ぼ
う

て
も
ら
い
ま
し
た
＝
写
真
。

　

２
０
１
８
年
は
行
基
さ
ん
生
誕
１
３
５
０

年
で
す
。
行
基
さ
ん
は
76
歳
か
ら
奈
良
の
大

仏
建
立
の
実
質
的
な
責
任
者
を
務
め
ま
し

た
。
そ
れ
ま
で
の
行
基
さ
ん
の
活
躍
は
ご

存
知
で
し
ょ
う
か
。
行
基
さ
ん
は
「
土
」

「
水
」
の
技
術
者
で
あ
り
、
民
衆
の
中
に
入

り
、
民
衆
と
と
も
に
日
本
で
初
め
て
の
Ｎ
Ｐ

Ｏ
を
立
上
げ
、
「
利り

他た

行ぎ
ょ
う（
自
分
よ
り
も
他

人
の
利
益
を
優
先
す
る
行
）
」
と
い
う
仏
教

の
教
え
と
し
て
の
土
木
事
業
を
行
っ
た
人
で

す
。

　

民
間
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
り
、
プ
ラ
ン
ナ

ー
、
経
営
者
で
も
あ
り
ま
し
た
。
現
在
の
堺

市
西
区
に
あ
る
生
家
の
家え

原ば
ら

寺じ

建
立
か
ら
始

め
、
49
の
寺
院
・
橋
・
池
な
ど
多
く
の
建
設

事
業
を
行
い
ま
し
た
。
今
も
現
役
の
狭
山

池
、
久
米
田
池
の
ほ
か
昆
陽
池
に
よ
る
伊
丹

の
開
発
、
枚
方
・
寝
屋
川
・
門
真
・
守
口
な

ど
淀
川
左
岸
の
開
発
、
淀
川
の
治
水
対
策
な

ど
今
の
関
西
の
礎
を
作
り
ま
し
た
。
そ
の
行

い
は
後
の
多
く
の
お
坊
さ
ん
に
引
き
継
が
れ

て
い
き
ま
す
。

　

行
基
さ
ん
か
ら
は
、
利
他
行
を
行
う
こ

と
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
は
民
間
の
力
を
高
め

る
こ
と
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
力
を
高
め
る

こ
と
が
大
事
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
学
び
ま

し
た
。

（
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
第
１
エ
リ
ア
社
員
ク
ラ
ブ
世
話

人  

石
原 

基
義
）
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　これまで入会申込みいただく際は、 申込用紙に記入し郵送いただく必要がありましたが、当会ＨＰ上の入
会フォームからオンラインでお申込みいただけるようになりました。
　また寄付･募金をいただく際、これまでの郵便振替と銀行振込に加え、ＨＰからクレジットカードでご寄
付いただけるようになりました（オンライン決済サービス「ペイパル」）。
●入会

ＨＰ（https://jafs.or.jp/、もしくはＪＡＦＳで検索）のトップページ ⇒ オレンジ色［入会する］バナー
⇒ ［入会フォーム］に必要事項を入力 ⇒ 送信 ⇒ ［入会お申し込み完了］画面の案内に従って会費納入を
お願いします

●寄付･募金
ＨＰのトップページ ⇒ オレンジ色［寄付］バナー ⇒ ［寄付のお振り込み方法◆クレジットカードで寄付］　
の項目 ⇒ 寄付･募金の種類を選び、領収書希望の方は名前を入力 ⇒ 黄色ボタン［カードで募金］を押す

どうぞお気軽にご利用ください。お知り合いの方へもご紹介よろしくお願いいたします。

ホームページからオンラインでの

入会申込み ＆ 寄付クレジットカード決済　始めました

新会員紹介・領収報告

jafs_
タイプライターテキスト
個人情報につき非掲載
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ガ
ハ
ム
シ
。
幼
虫
は
自
分
の
糞
を
背
負
い
泥
の

よ
う
に
見
え
る
の
だ
そ
う
。
外
敵
か
ら
身
を
護

る
た
め
。
う
ま
い
知
恵
で
す
が
、
生
き
延
び
る

た
め
に
糞
さ
え
背
負
う
た
く
ま
し
い
生
存
戦
略

で
す
ね
。
こ
の
虫
は
ユ
リ
の
害
虫
と
さ
れ
ま
す

が
、
私
の
住
む
府
で
は
絶
滅
危
惧
種
。
害
虫
と

し
て
駆
除
す
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
庭
に

貴
重
な
絶
滅
危
惧
種
が
い
て
、
外
来
種
の
上
で

絶
滅
危
惧
の
在
来
種
が
生
き
る
妙
。
外
来
種
だ

か
ら
と
ユ
リ
を
駆
除
す
れ
ば
、
絶
滅
危
惧
の
虫

を
滅
ぼ
す
こ
と
に
な
る
の
も
ジ
レ
ン
マ
で
す
。

︻
オ
ト
シ
ブ
ミ
︼
春
に
カ
シ
の
葉
を
見
る
と
、

葉
先
を
噛
み
切
る
虫
や
、
先
が
丸
ま
っ
た
葉
が

見
ら
れ
ま
し
た
。
害
虫
？
と
調
べ
て
み
る
と
…

道
に
落
と
し
て
人
に
渡
し
た
「
落
と
し
文
」
。

オ
ト
シ
ブ
ミ
の
雌メ
ス

は
、
葉
に
切
目
を
入
れ
て
巻

き
、
中
に
卵
を
産
ん
で
地
面
に
落
と
す
の
だ
そ

う
。
孵ふ

化か

し
た
幼
虫
は
巻
葉
内
の
葉
を
食
べ
て

中
で
蛹さ
な
ぎに
な
り
ま
す
。
孵か
え

っ
た
後
の
子
の
面
倒

を
見
ら
れ
な
い
母
が
、
わ
が
子
を
守
る
た
め
に

で
き
る
だ
け
の
こ
と
を
し
て
お
く
の
で
す
ね
。

　

人
間
を
中
心
に
他
の
生
き
物
は
脇
役
に
考
え

が
ち
で
す
が
、
人
間
と
は
無
関
係
に
生
き
物
は

そ
れ
ぞ
れ
の
生
き
る
戦
略
で
命
を
つ
な
い
で
い

ま
す
。
小
さ
く
て
も
す
ご
い
虫
た
ち
に
目
を
向

け
る
ひ
と
時
は
、
人
間
は
地
球
の
全
生
物
870
万

種
の
１
種
に
し
か
過
ぎ
ず
、
生
き
物
の
重
み
は

一
つ
ひ
と
つ
同
じ
な
ん
だ
と
思
わ
せ
て
く
れ
ま

し
た
。
（
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
ス
タ
ッ
フ　

川
本 

裕
子
）

は
蛾ガ

の
幼
虫
で
す
が
、
成

虫
に
な
っ
て
羽
が
生
え
飛

び
立
つ
の
は
雄オ
ス

の
み
。
雌メ
ス

オ
ト
シ
ブ
ミ
。
名
の
由

来
は
、
江
戸
時
代
、
巻

紙
の
手
紙
を
こ
っ
そ
り

小
さ
く
て
も
す
ご
い
虫

　

新
年
…
そ
ん
な
人
間
の
節
目
に
自
然
の
生
き

物
は
関
知
せ
ず
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
人
間
に
思
い

も
つ
か
な
い
独
自
の
驚
く
べ
き
方
法
で
、
季
節

を
絶
妙
に
感
じ
て
巧
妙
に
生
き
抜
き
ま
す
。
小

さ
い
け
れ
ど
感
動
を
覚
え
る
ほ
ど
す
ご
い
虫
た

ち
が
、
わ
が
家
の
小
さ
な
庭
に
も
い
ま
し
た
。

︻
ミ
ノ
ム
シ
︼
子
ど
も
の
こ
ろ
秋
に
見
か
け
た

ミ
ノ
ム
シ
。
こ
の
ご
ろ
見
な
い
と
思
っ
て
い
ま

し
た
が
、
な
ぜ
か
10
月
わ
が
家
で
20
匹
以
上
の

大
発
生
！
ど
う
い
う
こ
と
？
と
調
べ
て
み
て
、

ミ
ノ
ム
シ
の
生
態
に
驚
き
ま
し
た
。
ミ
ノ
の
中

は
成
虫
に
な
っ
て
も
羽
も
脚
も
生
え
ず
、
生
涯

ミ
ノ
か
ら
出
ぬ
ま
ま
。
雄オ
ス

雌メ
ス

と
も
口
は
無
く
何

も
食
べ
な
い
そ
う
で
す
。
ミ
ノ
に
入
っ
た
ま
ま

の
雌メ
ス

の
存
在
を
、
フ
ェ
ロ
モ
ン
に
よ
っ
て
雄オ
ス

は

見
つ
け
飛
ん
で
き
て
、
ミ
ノ
中
の
雌メ
ス

と
結
婚
。

雄オ
ス

は
直
後
に
、
雌メ
ス

も
ミ
ノ
中
で
産
卵
後
、
役
目

を
果
た
し
た
両
者
は
命
を
終
え
ま
す
。
子
孫
を

残
す
こ
と
に
切
な
い
ほ
ど
徹
し
て
命
を
捧
げ
る

生
物
の
真
髄
に
触
れ
た
気
が
し
ま
し
た
。

︻
糞
を
か
ぶ
っ
て
泥
を
擬
態
す
る
虫
︼
ど
こ
か

ら
か
来
て
数
年
前
か
ら
自
生
す
る
ユ
リ
（
外
来

種
タ
カ
サ
ゴ
ユ
リ
）
。
初
夏
、
葉
の
上
に
泥
が

点
々
。
泥
の
付
き
方
に
違
和
感
を
覚
え
、
虫
の

よ
う
に
も
見
え
、
調
べ
て
み
ま
し
た
。
こ
れ
は

泥
で
は
な
く
、
ユ
リ
だ
け
を
食
す
ユ
リ
ク
ビ
ナ

　旧年中は様々にご支援いただき、あり
がとうございました。12月にご案内さ
せていただいた「冬季募金」はまだ受付
けております。アジア各国の友も新年を
幸せに過ごせますよう、ご協力よろしく
お願い申し上げます。HPからクレジッ
トカードでも募金いただけます。

冬季募金お願いします

編

集

後

記

　

訪
問
し
た
仏
教
国
ラ
オ
ス
で
︑

無
数
の
仏
像
が
両
掌
を
相
手
に

示
す
姿
が
印
象
的
で
し
た
︒
﹁
戦
争
反

対
﹂
の
意
思
表
示
だ
と
︒
古
代
か
ら
戦

が
絶
え
ず
︑
50
年
前
も
ベ
ト
ナ
ム
戦
争

に
絡
ん
で
米
軍
が
空
爆
︑
そ
の
不
発
弾

処
理
が
今
も
続
い
て
い
ま
す
︒
（
督
）

年
は
元
号
が
変
わ
る
︒
平
成
に

変
わ
っ
た
と
き
国
外
に
い
た
た

め
︑
変
わ
る
瞬
間
や
︑
日
常
生
活
の
変

化
を
体
験
で
き
ず
︑
半
年
後
に
帰
国
し

て
︑
世
の
中
平
成
に
な
っ
て
い
る
こ
と

に
な
じ
め
な
か
っ
た
︒
今
回
は
じ
っ
く

り
こ
の
目
で
見
た
い
︒
（
和
）

国
の
野
や
森
に
何
万
台
と
捨
て

ら
れ
た
シ
ェ
ア
自
転
車
の
写
真

が
︑
９
月
18
日
の
朝
日
新
聞
に
載
り
ま

し
た
︒
も
っ
た
い
な
い
︒
強
欲
開
放
経

済
の
末
路
を
見
る
よ
う
で
す
︒
ほ
ん
の

一
部
で
も
︑
本
当
に
必
要
な
近
隣
の
国

々
に
贈
れ
な
い
で
し
ょ
う
か
︒
（
黒
）

る
10
月
に
開
催
さ
れ
た
﹁
ア
ジ

ア
国
際
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ミ
ナ

ー
﹂
に
は
︑
初
め
て
の
メ
ン
バ
ー
も
数

多
く
参
加
︒
お
互
い
の
絆
を
深
め
る
だ

け
で
な
く
︑
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
育
成
の

場
に
も
な
っ
て
い
る
こ
と
を
再
認
識
で

き
ま
し
た
︒
（
裕
）

年
の
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
と
の
関
わ
り

の
中
で
初
の
編
集
で
す
（
緊

張
！
）
︒
﹁
S
D
G
s
﹂
は
大
阪
に
と

っ
て
は
万
博
誘
致
に
引
っ
張
り
だ
こ
︒

持
続
可
能
な
社
会
の
た
め
に
見
落
さ
な

い
活
動
を
︑
編
集
と
と
も
に
身
を
引
き

締
め
て
臨
み
ま
す
︒
（
典
）

初今中去30

入
会
ご
案
内

　

皆
さ
ま
が
会
員
と
な
っ
て
サ
ポ
ー

ト
し
て
く
だ
さ
る
こ
と
で
、
安
定
し

た
活
動
計
画
が
で
き
ま
す
。
継
続
し

た
活
動
を
し
て
い
く
た
め
に
も
、
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

Ａ．維持会費 年額１口 12,000円
  （月額1,000 円）
Ｂ．賛助会費 年額１口 6,000円

（月額600 円＝振込手数料含む）
Ｃ．ジュニア会費（高校生まで）
 年額１口 1,000円
Ｄ．団体会費 年額１口 20,000円
Ｅ．法人賛助会費 年額１口 50,000円

会費・寄付の振り込み先
郵便振込  00960-6-10835 
三菱UFJ銀行大阪中央支店  普通1968711

●対象国はインド、カンボジ
ア、ネパール、バングラデ
シュ、フィリピンです

●会費は里子１人年額20,000
円。複数も可です

●里親には、里子の写真や成
長記録をお届けします

「アジア里親の会」
里親募集

　

勉
強
し
た
く
て
も
経
済
的
な
理
由
で
学
校
に
行
け

な
い
、
進
学
の
道
を
絶
た
れ
る
。
ア
ジ
ア
協
会
で
は

そ
ん
な
ア
ジ
ア
の
子
ど
も
た
ち
を
里
親
制
度
で
支
援

し
て
い
ま
す
。
今
回
は
イ
ン
ド
の
里
子
の
生
活
を
お

伝
え
し
ま
す
。

「
会
っ
た
こ
と
な
い
お
母
さ
ん
」を
支
え
に

の
会
で
支
援
し
て
い
ま
す
。
親
た
ち
は
ほ
と

ん
ど
教
育
を
受
け
て
お
ら
ず
、
工
事
現
場
の

非
正
規
雇
用
で
家
族
を
養
っ
て
い
ま
す
。

　

学
校
の
先
生
に
な
る
夢
を
持
っ
て
い
る
サ

ク
シ
ち
ゃ
ん
（
6
年
生
）
＝
写
真
＝
の
悩
み

は
、
学
校
か
ら
戻
る
と
優
し
く
迎
え
て
く
れ

る
祖
母
の
体
調
が
悪
い
こ
と
と
、
経
済
的
に

不
安
定
で
心
を
病
ん
で
い
る
父
親
が
、
大
酒

を
飲
ん
で
酔
っ
払
う
こ
と
で
す
。

　

ス
ラ
ム
に
は
水
道
も
ト
イ
レ
も
完
備
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。
行
政
の
給
水
車
が
毎
朝
来
ま

す
。
そ
の
水
を
も
ら
い
に
行
く
の
が
サ
ク
シ

ち
ゃ
ん
の
日
課
で
す
。
そ
の
彼
女
の
支
え
が

教
育
里
親
で
す
。
「
私
に
は
会
っ
た
こ
と
は

な
い
け
ど
私
を
守
っ
て
く
れ
る
お
母
さ
ん
が

も
う
一
人
い
ま
す
」
と
毎
日
、
学
校
と
家
の

仕
事
を
こ
な
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
サ
ク
シ
ち
ゃ
ん
の
住
ん
で
い
る
地

域
で
、
新
た
に
6
名
の
子
ど
も
の
里
親
を
募

っ
て
い
ま
す
。

（
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
ス
タ
ッ
フ　

熱
田 

典
子
）

　

イ
ン
ド
の
お
へ
そ
部
分
に
位
置
す
る
ナ
グ

プ
ー
ル
（
ナ
ー
グ
プ
ル
）
。
大
規
模
な
地
下

鉄
工
事
が
進
ん
で
い
て
、
イ
ン
ド
で
13
番
目

に
人
口
が
多
い
都
市
で
す
。
抱
え
る
問
題
は

貧
富
の
差
と
、
無
計
画
な
発
展
に
よ
る
ス
ラ

ム
の
増
大
。
ナ
グ
プ
ー
ル
に
は
４
０
０
を
超

す
ス
ラ
ム
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
の
子
ど
も
た
ち
に
教
育
の
大
切
さ
を

伝
え
た
い
と
活
動
し
て
い
る
の
が
Ａ
Ｆ
Ｓ
ナ

グ
プ
ー
ル
の
チ
ャ
イ
ル
ド
・
ア
カ
デ
ミ
ー
で

す
。
現
在
、
42
名
の
子
ど
も
を
ア
ジ
ア
里
親

里子の笑顔／アジアの友から

ア
ダ
ー
シ
ュ・ク
ン
バ
ー
ル

Ｂ
Ｓ
Ｖ
Ｉ
Ａ
︵
イ
ン
ド
︶

現
在
大
阪
在
住
に
て
企
業
勤
務

日本に住む夢がかなった
し
た
が
、
今
は
迷
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し

日
本
で
の
生
活
は
、
本
当
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

ン
グ
で
、
心
底
す
ば
ら
し
い
も
の
で
す
。

　

7
歳
の
頃
に
日
本
人
と
縁
が
で
き
ま
し

た
。
亡
き
父
が
ビ
ジ
ャ
プ
ー
ル
に
Ｂ
Ｓ
Ｖ

Ｉ
Ａ
と
い
う
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
創
設
し
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ

村
上
事
務
局
長
と
知
り
合
っ
た
の
で
す
。

　

Ｂ
Ｓ
Ｖ
Ｉ
Ａ
は
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
の
支
援
も
得

て
、
井
戸
を
掘
り
、
コ
ス
モ
ニ
ケ
タ
ン
学

園
を
創
り
ま
し
た
。
こ
の
間
、
頻
繁
に
ビ

ジ
ャ
プ
ー
ル
を
訪
れ
る
日
本
人
た
ち
に
感

銘
を
受
け
、
ま
た
父
に
刺
激
を
受
け
、
日

本
に
つ
い
て
学
び
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

今
、
夢
が
叶
っ
て
い
ま
す
。
Ｏ
Ｓ
Ｇ
コ

ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
創
業
者
の
湯
川
剛
氏

（
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
副
会
長
）
と
出
会
い
、
支
援

く
だ
さ
っ
た
こ
と
で
日
本
に
来
ら
れ
ま
し

た
。
実
際
来
て
み
る
と
、
日
本
人
の
性
質

は
私
と
似
て
い
ま
す
。
今
ま
で
日
本
に
暮

ら
し
た
中
で
経
験
し
た
こ
と
は
、
父
や
兄

弟
か
ら
聞
い
た
ʼ90
年
代
の
様
子
と
は
少
し

違
っ
て
い
ま
す
。
今
、
日
本
は
大
き
く
変

化
し
て
い
ま
す
。
お
そ
ら
く
他
の
ア
ジ
ア

諸
国
の
発
展
に
よ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

日
本
に
は
、
他
国
の
手
本
と
な
る
富
裕

な
文
化
を
、
将
来
に
わ
た
っ
て
維
持
し
て

ほ
し
い
と
願
い
ま
す
。
日
本
に
つ
い
て
ま

だ
も
っ
と
知
る
必
要
が
あ
り
、
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

私
は
イ
ン
ド
の
カ
ル
ナ
ー
タ
カ
州
ビ
ジ

ャ
プ
ー
ル
で
生
ま
れ
育
ち
、
経
営
学
修
士

を
取
得
し
ま
し
た
。
強
み
は
、
で
き
る
と

信
じ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
と
、
成
功

も
失
敗
も
バ
ラ
ン
ス
良
く
経
験
し
よ
う
と

い
う
考
え
方
で
す
。
モ
ッ
ト
ー
は
、
自
分

の
成
長
の
機
会
は
逃
さ
な
い
こ
と
で
す
。

　

日
本
は
世
界
で
最
も
多
様
性
の
あ
る
国

の
一
つ
で
す
。
寺
や
城
、
魅
力
的
な
自
然

な
ど
、
見
ど
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
外
国
で
働
く
こ
と
に
興
味
を
持
つ
多

く
の
人
を
惹
き
つ
け
、
活
気
に
満
ち
て
い

ま
す
。
何
で
も
揃
っ
て
い
て
、
全
て
が
清

潔
で
サ
ー
ビ
ス
も
良
く
安
全
で
す
。

　

日
本
に
こ
れ
ま
で
7
週
間
住
ん
だ
経
験

か
ら
学
ん
だ
こ
と
を
ま
と
め
ま
す
。

　

日
本
人
は
働
き
す
ぎ
だ
と
思
い
ま
す
。

日
本
に
来
る
前
、
私
は
最
終
的
に
日
本
の

ビ
ジ
ネ
ス
界
で
働
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

（
翻
訳
：Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｓ
ス
タ
ッ
フ  

川
本
裕
子
）
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募
金
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

ア
ジ
ア
の
安
全
な
飲
料
水
が
な
い
地
域
で

貧
困
に
苦
し
む
人
た
ち
を
支
援
す
る
活
動
に
使
わ
れ
ま
す

郵
便
振
替 00960-6-10835　
ア
ジ
ア
協
会
ア
ジ
ア
友
の
会

▲ ｢アジア里親の会」の里子サクシち
ゃんが描いた絵＝インド・マハラシュ
トラ州ナグプール、チャイルド・アカ
デミー。30㌻に関連記事

◀表紙の写真　豪雨被害で壊れた家の
屋根を、瓦リレーで協力して修理する
村人たち＝インド・マハラシュトラ州
ガッチロリ、バルラガル村。９㌻に関
連記事


